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北中庁 る

市本

間所

務祉の

役福務期場
北

称立等

名道様

の部仕

囲と海海

及病平範こ北

内が道道

び院成

数管入

幌健

量理札年で有札保

月平得市福

室説５、り
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と名祉－－得

き称部
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祉付
福交

曜

道る
部す

日

１概
第の

条見
８意

立。

知

規、道

のは海

項要北

りお堀

よと
にの事

定次

す

町あ
市で
、り

そ所病北

る
内 端地管道こ

の在院海

金室幌。 線 数理札と

額市

を中－

切央

。西

る条

て３
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又
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十 ４り

三 昭 月、

年 次 号和
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）年 定

り

川事

市業

ら 営

山土か 道

永の日 、
土

３地

条改
良日 地

退 い

目業、 良

丁事間 改

北出北 す
届 用
の 準
任 て

知 法

道あ道 同

海が海 る

事た事 第

知っ
。
第

堀堀 条

第

項

海第

北）
号

道

定
規

の

堀項
１

事第

知条

の
次

、
り

よ
に

定
規

の
項

土
り

お
と

達

１

也第
条

北

漁

完る

海 了。

道船 し平

告損 た成

示害 の

第

補 、４

等 で年

２計一
土月

定縦

５をの 流

番画般 川

所号布

北

道 海

営

登堰桜西

道

土 告

地

札

示

改 第

良

上内

川同

に

也也 定
規

達達 の に

東別南西

茂狩

川喜真

解

也り
よ

達

北

次そ地 海

のの平

同

道

地関成区 告

区係 示

に書年名 第

つ類４

成
同平

区
良

改
地

いは月

意 平
成年
月 年
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堀 も 準３た て第事 っ い
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４係

年に

の

セ内か工業 範
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指はに

て」覧
）
し。

れ由略る

さ省す
図

。砂路の

る土道そ
、

北

出とを

流地面

）の用

はに安

て」覧保 の

のす

さ省すの

定、供林 理

指

虻

、）
し。

れ由略る所

図

田 。衆路の

る公道そ
とを

豊 保地面

郡 ）の用

保

町 す北浦 健 浦
豊

郡
田

虻
所
の
林

日安

係

５ちあに

条うで業 町

にとも

目次こる

丁、る
げ

番掲。の

１
・第該

般石に
件

条

号る
当 特

す

規
告の の

り 項所 よ ３

－

。北 よ在 る に
す 定所 示

事建 の

知 次

道 、

海地 り

防る海

の り

堀業 お

設 と

済
経

庁
支

振
め胆

備た道 道字 る海

び
及
課

務
林

部

支華

振文

め胆礼 た
庁

部

１ 済
経の

字

びに 及図 課

の 務

次 林

華
文

礼
道
１ 海

北の

六次 知

〇

に 堀図
の 事

号る
も 、

の

の

番 止

達の 停

可 業

許 営 示

に
場

役
町

浦
豊

処

也号

限

場に

役分

町部

浦す 豊

限
也に

分
達部

す
示

に



完１ 北

都了 海

し平開れ 道

た成発る

市
告計

平 区地 。 示画

成 年域域 第法

十 ４又の

三 昭月は名

年 工称 号和

四 日区

北 海

町

先 す２８本

正地番宮

か 道 る平地
ら 路 。成先
」番 岩 の

地 沢 線 ４、１ 見 路 年に
先 市 名 月

岩か 宮 、

日見

道 公 報

北

平 海 平２

道成 成平道

告 成路

示 のか年 年

第

海 海４線ら北 北年路

道 道月名

号 、告 告
示日区

第

北 ４

海
道 処贈

告 営平分賄

示 業 に成の事

第 原件 停 そ該
の当年因 止 建す４と刑 の号

っ第 期

設る月な法

費も

号

イ
次条

公定

い、方規

の国地に

か公団る

れ方共す

ず地

月 年に

十 法含

三 律ま

日 第

北及

）

広び 号

島

第金 市番
北５

条曜

規

里先 の

の地

日

及市三 町 域沢ら 本 区

笠 び宮
地本 覧町 ８宮 縦本 番市
町 場先 所」番

の

２ 地 項番 を１
ら 沢先 笠か 見地 三先 岩

に

第 第域」

示

岩 三」 市

及
び改
覧る

縦め号 号

のの の所路 路場。道 道
変別の の江域 域項区 区

）井更 更奈変

にの間日た
該 い除ら実条 つをか事
） 国。月当 てく６

又）
共２

公の

方で

地ま

は日

を人

に共体法
体月

団か

す、く発

当体除が

該団
又で

建人）者

る法。注

事建る

工法はあ

設税
法

あ和業の

で昭設も

る

る

、 よ

３ に

番 定

こ年施

発

道、 開

海３ の

北番 次

知

関

堀、 に

５ 為

事番 行

、 本見 笠に 宮

３ る

番 す

の町沢 線

市

事宮

項番 北本

中２ 海

」 地 道町
を 岩先 知
見か 事番

沢ら２

市三 堀地

宮笠先

線び の江及

を」 本市」

北項の を事用 部の供 一

道始 の海中開 次

） よ知

の う事

一 に

次 すらを 正か 堀部 改

の る

を
付
交
の

等
金

助
補

の間

律規

と法行

る
い
て
け
受

第則

。
）和

号昭
別

掲令
に省
１設
第建
表年

げ第

事

達、 工

る

４
、３

は也番

行業 市類

収施都種事事
行 の画び業 者施 計及 用

本 達に 町宮

事名 の

三改

也笠め 番町
市る ２

３

。
業 市類

事収施都種事事

の画び業 者施 計及 用行
事名 の行 業

よ 。達

う

２
を改

也」に
業 市類

事事収施都種事

画び 施者施 計及 用 業行

の
も

事名 行の行 業の

業１ 北

都を 海

認平 道

可成施都種

市
告

市類

計
し 示行 画
た年計及 第

。４画び 者 法

の 月事名

法第
共）
公号

人
び許

発及発

開所開

２３

部 受月

を名年

可氏可

許

平

分称の間地

業称 名期

幌幌幌成

札札札

市市圏

東計月

区市４

東都年

雁画

称 名期 部

９路か

来道日

札札平

地分称の間地

業

幌幌幌成

札
市市圏

東計月

区市４

東都年

苗画
路か

穂道日

分称の間

業称 期名期 部

幌幌成

平札札札平

間地
成幌
市市圏

計月

４田市４

年清都年

月区
平画

昭

か３路か

日岡道日

業称 名 号和

日称の
市圏

第幌幌

律札札

法
年

都
画 第

計 ）

市 号

道

の番

者び

た及

け日

路 条

幌式成

札株平

住号

市会
東社年

区

成

１業平

条事ら

北丸月

丁
目３

東・月

び４３

及・年

雁

日 号 来

六 新 ９ま

一

丁似 ２琴 条で

丁成

３業平

条事ら

目番

目３

東・月

び４３

及・年

苗

日
ま 号 穂

雁

事ら

目か 丁さ ３穂 条で

成丁成

平３業平

ら条
目３

・月

３び４３

年及・年

月平
岡

日

で３で 雁 ま条ま 号 日４

業 １

事 第

地ぐ 目め 丁穂

項
よ

北・ に

４ 定

・ 規

３ の

海

り

循 の岡 事 次平 知 、号 道

お環 堀 と

升
本都

東田
条増日

目第

丁店環

１

２

番－

内通 地え

内）

地通

号号

市
都） り通

）
通 内み

）

事

也 画
計

達



次 北

都のそ 海

市との平 道

計お関成 告

画り係 示

事告書年 第

業示類４

のすは月

施る、 号

行。北日

北 海

７
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

道 公 報

６
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

第

５
行業 市類

施都種事事収

行 画び業の 者施 計及用
地分

業称 名期部 事名 の
称の間

号

収
平用 成
十の

三部 年
四

土

り幌

た札

当道

に海

分

に

画所

計業

市現

都木

、

備

法

蘭

１室室平室

和置

昭え

市

丁蘭蘭成

目市圏

月町

内市４西

地都年輪
１

計
画

び

事ら及

路か目

道日丁

幌成幌

新札札平札

業平

市

琴幌

似市圏
都年北

琴

２計月新

条市４区

丁画

目道日似

及路か

札丁
新業平２

び事ら条

市、

幌幌成幌目

札札平

市圏

新似

市４区琴

都年北新
琴９

計月

画

条丁

路か８３

道日似条

業平２目

事ら

月
十
三札丁目

日

区琴
北新

市、内

幌目地

新似

金琴
似条

曜

条丁

日目

い

海

第般北

律一

法、

年て
の
縦道

供 第に事 ）覧知 号

す堀

成輪

規。 のる 条

西 ３

目

・月丁

５３２

・年町

日地

）
通
宅
社
西で 輪ま内 号

琴成丁
目 似７
・年、

似

３・月琴

条５３新

丁

で２

地新ま条

目号日９

通び

番及

５目

似丁

内琴

成丁、

）新

目新 ３
４３新似

・年、琴

・月琴
似条

日８２
、 琴で３目 新ま条丁 号

新似 １、琴 第目新 似丁

横

新似
、琴

目新
丁、

琴

琴
似条

目
条丁

琴似
新琴
、新
目び
丁及

、
り也 よ

に達 定
北
融
金社
定会
指式
１株

の

関洋
機

北

平よ

４

海

成う平 道

に成

事

告 業収使

年改 示 地用用

北正年 第

海す４ ののの

似
琴

道る月 所部部

都種施事及

そ

１２３
条

名

行 関成市類務び

の平

計及所 者 係

事名所 の 書年画びの称

は月業称在 名

類４

２目
条丁
９３ ）似条 通

、

北 ３４

都 海

市号 道

計） 事及事収

告

画 用第 業 務び

示 地 所名

事 第

所業 の条 の称の
部の 在の 所

似
条
条
丁

計及
行 市類

都種施

１２

銀

業称名

事名の 画び者

江倶岩

市
幌

札
中
表行
の

庁郭安沢

差 稜知見

道五
中

告。 号 在分分

第
示日

変変
更更
しし

なな号

の称地

定
指
の
道

海
北

、

幌海幌

道札北札

海
北日

市央

土都中

幌圏道市

札
業画南

現計区

木
所公

備事西

に園条

施規 号

北当よ にに 行定 地在分

次 市道り、 幌海たり 札

郡事と 央知のの 中空そ

幌計り 南南業お 区

告

の称

す 西中を示 条町画

計
市

都道

幌）海

南通北

央 央 公中中 業
事

路
道

画

店店店

支支支 支

支園央

の

北収庁収収収収

店店

及 道並支
納納納納 海納

びびびび 知び払
及及及

山志知 本渡檜後空 事に

融
金

及支支支支 堀庁島 融
金

理
代

納
収

び
及

関
機

関
機

え業

置丁

・海

、６北

て・

い９目
幌

の海真札

般北１道

一

事公木

覧知内土

縦道駒

る所

す堀）業

供園現

に

央変る

２目た

目丁し。 丁４更
都

号栄、

１びで

番及の

道目画

海丁計

北１市

町

幌内

札地法

土昭

和
公

号
６

・
４

・
３

六

通 二

のの

び庁庁庁庁

３
び

及

払

達狩支支支支

石のの

を
部

一
の

）

也

支払払払

木和

也
達

。

次

現

３
・

４
・

第
律

所法

業年

本
号



北

次

改

海

の

め

道

と

る

告 。

平 お 示

成 り 第

十 一

三 般

年 競 号

四 争

北 海 道 公 報

行
銀

洋
北

社
会

式
株

第 号

月 入

十 札

三
日

下
以

札
入

金 店除」

舗上くと

曜

の）う

記。い

日

網室浦帯釧根東道

店。

京に

内走蘭広路室内

稚

央央所 中中中中中中 河

市
幌

札

支支在 央央央央

知見

除道五江倶岩旭留

。庁郭差安沢
川萌 く稜

央央央央

）公中中中中

浦帯釧根東道店

支園支

室

に記

蘭河広路室内舗上

央央所の 中中中中中京

旭留稚網

支在店 央央央 央 央中中中

中
萌内走 川

す
施

実

をを

舗）

支央央

る
す 支支支支支支

。
る

収収

店店店店店店店店
納納納

収収収収収収収

及及及及

納納納納納納

びびびびびび

及及及及

宗網胆日十釧根東

びび

支事

谷走振高勝路室京

庁庁庁
務 支支支支支支

ののののの
所 庁庁庁庁

店店

支支支支支

の のの

収収収収収

店店店店店

納納納納納 納の
収庁収

払
及及及及及及 並支

納

上留 に

びびびびびび び

山志知川萌 本渡檜後空

庁

及支支支支支支 庁島

のののの

び庁庁庁庁庁

す舗 支支支支支

石のの

収収

店店店店店店るを

納納納納納

収収収収収
びび

及及及及及及

納納
胆日十釧根東

びびびび
支支支事

振高勝路室京
の
所 庁庁庁庁庁
務 支支

店

店支支支

の のののの

納納納納

収収収収

店店
宗網

びびびび

及及及及

支支支支

川萌谷走

上留

８

」

のののの

庁庁庁庁

７
及者

交交便便札

郵郵落
定

よ電決

付付にびの

等

支支支支支支

場方る報

払払払払払払払払
支 支

５６

に

入保第う入

入以証入。札

札金札）説 札
保にを保第明 条 下

書 の 消 参納証

の ７

狩支支支支支支

加付金

３４

」

支払払払払払払

約海札入入開開

契北入

項札行札札札札

条道執

示市場場日場日

を幌の

払払払払
支 支支支支支

２

を
払払

キ調納納札の平道

入次

行

ー達にい成が

ボを入入参ず
すに北指

ーす加れ年う

払払

支支支支

ドる期場

１

払払

に達

成札調

平入

方

月るる

４すす

年付を

札
入
る

所法札よ法

入に

場認

便海話のは

郵北電
でな

号出号所め

番道番
納

交い 局

す

－物－付。

品

る 管－

か 税 しすの交 及条 証費

に 北ら 等 金よる納付 び

ととの関 海第 」 うこ付

と

す 道 い す。免
、ま事 務 う る除条る 財

の 則 ） は納で項 規 。 者
当 そ方定

相 、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

場央及所時所時

す中所
北日

所区び
海北成にに

３時北旧平
同同

条
西道海
本４。。

６札道年じじ

目市庁月

丁幌
中舎

北央日

競

天物るも海名

海区赤

当告争

板品日所者該道
札

平の必す示入

型等に

に

机仕平別要る第

ほ様成途なこ

指資と号関 か等

す規る

全年示格。にす

５
場す名

点入月る定指

札

事物

明物停

説日所るを

数
び
及

称
名
の
等

日項品

理。

量

北課
幌線 札内 道

海
市
中－

央

六 区

三

北 む 見、こ 年

西
条

３
北

道 ） も方に 海 。 積地ろ

た治る 規 の っ自よ

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

ん前

道北れ午

及年規 る

出３

納条が

品丁）

物６舎

局西庁時
議

会
号

課７

理階

管目１

よ購れ

にのさ

書品止

室

格い
資な

。のい

る入て
。

と
こ
る

す。
有と
をこ

額

目
丁
６

堀
事

知
道

海
北

第則 上
地令規 以
び政務

」 の
方
消

也
達

税札）い

費号と 入



育 北

地セ

１２

海

ン 道

タ
方 平受所

告

ー
自 成託

示 者在治
の 第

施 ４名平
法 年の

行 月称地成

号令

日年

北 海

育を 北

地セ次 海

ンの 道

タ者

方
告

ーに

自 ここ詳

示

の委

治 のの細

第

施 札札、平託

法 入入は

行 及の入成し
た 号令 び執札

契行説年。

道 公 報

約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

で金とかす在 者る者る
っ申事称地

あ額なをる

るを

第

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額

時決 る額加金 のの
おに 札にし）

に定 入等
当 他及係たを

号

務入約

財て契
っ

９

平規札書

成則作
十第有成
三効の
年な要 条 四入否

市１
和 団幌月

昭 財札４

法
区ら
政 北平か

年 人豊日

体平成
第 道豊平

令 海

号 育５

３
） 協条年
第 会
丁月

目

和 は、書月
昭 約は明４

、公に１
政 達するか

年 調開よ日
成
第 続。平

令 手る。ら

の

号 停
が月
第 等３

） 止年

有

免札者出を

か入たし務

便話

税書はる担北郵電

す道番番

事に、こ当海

札。る出号号

業記落と

です決組納

者載
ある定織局

るこ後の物－－

かと速名品

－ を。や称管

問か及理

わにび課北

消額っ

てた びる金も

い
２て の費て

、っ こ
告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

さ に満で

を載 札未の

格

第

しれ 関の、

有

月

１札

十

項に

三

の限

日

り
た よ
し に
） 定。 規る

金

め
を 定
者

曜

予
札 た

落

日

１で １

番ま 第

１日 条

者

定

海に 規

北間 の

号の 項
使 り

事る よ

知け に

道お

条

徴 道
の 海
料 北

堀用 、

の 項

るで １

得ま 第

り日
よ
け に
お 定
に 規
間 の

。

道
の 海
料 北
用 、
使 り
る

徴

札内 、費在道

ず消所海

積等幌線 見税地

もの市

っ課中－

た税央
条

金者３

約業北

契事区

る６

のあ西

額で
か丁

い金 る数札

なた す端入

のに 件あ参

者額 条がに

た該 違とす し当 にる加

札額 しは者 入金 反きる

入そ、 、の た、は

財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

格
す 価

と 定

無金等 ５ 則

で
内

囲
範

の
限

制
。 の

る

事 見
の 北

達収 立

の
低

最

後の 刻印 改公

１

体務

也 合
の 総
収 立

印
公称 の名

体務
事

道公成 事

海、平 知北日

之公印
程刻月

規改４ 印印の年

税 の免目 分

事

海 た印 し公北 成
作

に業

額に に 第

称道 印名 公の

効

相 とを係

各るすり課

す切る 条当

。

１２

道公成

受所海、平

北日

託
者公印

月

名規作４

の印の年 在

次
を

も
を

格
価

称地程成

者成
の平
に

機
き

置
備 し月

託４
委年

渡

途
用

名
関

に
て

支和い
昭つ日 島

可海と び許北の
年次 庁

公 採用訓り 別証道お 特

台
第印 捕令

名道

置関海

備機北

号帳

可可
許許
業捕

用漁採

き
印

途・及

に
て

財北和い
昭つ日

団見公

海と

人東北の

法市年次
訓り

見町道お

北陵
市

台

育地第印

体番令公

協
会号帳

た

事寸 知
道
海影

北

印

。日

条し
８録

第登
）に

法 堀

に メ定
規
の

項
２。

第た

道
海影

北

、 ルり トよ ー 事寸方 知

８録
第登
）に

法リ 堀ミ

第た
条し

表

、
り

よ
に

定
規

の
項

２。

道
海
北

六知

四

始日
開 達月 用

使年

堀
事

平

也

成
年
４ 日

開 達月 用成

使年平

月

成
平

也始 也
達

月
４

年



情情１

苦苦表

１

平 申申

成 立立対

十 てて象

三 のは機

年 状７関

四 況件別

北 海

平。平 北技北、る
りす

道道成成 術 海

海

専苦

幌審１４ 札門情年年 立
院 女

査月月 学

委１
員日日 子

道 公 報

海、平し公

北日止

１廃
公印

道公成た

公印
止月

規廃４の

印の年印

名

程
に
昭つ日

第

印道

刻 庁海 改公 支北

２

支 印
公の走 印の網

長前

別庁 名 紋

号

海
北

走
網

道
海

北

月 との

十 な苦

三 っ情

日

表状

、の

りて

お立

て申

金

及
１況

曜

表
び

日

３
関ら 等印にか 高長

２

海等る月 北高す
条
ま 立術例日 道技

女学成の 幌門平で 札専

北

称

海苦 一北道
年海 子院

て
和い

道お置 海と備 北の
年次

名 第印関 令公機 訓りき

台

称 道長

第登用

）に
号帳

海別 所備 務北紋

事
税印

き道道 置

務 ）関走事 検機 車網税

網
道

税 用納
庁所 名 用支

の

明
証

税
納

庁
支

走

、

北で件

り：

お位

と単

堀
事
知。）

道る人

海あ

第委

文例査
条審

般道情
員 書

状 方第動
）活 用号の

条況

ー項の メ２次 リ第を ミ

２。
第た

条し
８録

のと

寸

定知

規道

の海途

項北

明
証

成
平
、
り堀

よ
に事 ー径 寸 メ直

用 途）
検

車

ト

メ
リ

ルミ

直

総保経水

也
達

平
リ
径ミ

祉務

企福済林

合健産

区

に公
定り ル規お ト

分

画

表

よ表
事立 営

知申

公道）
注２

達

部事

の 小合

教選連海内

月
４也

年法

育漁面 海 建出挙区水 合

ー
ト 法ル

対

知
成

総総環保経農水

件

部部部部
文

情護店答

苦介大回

数

法に

査援地書 申審支立

の員届い

員門のつ

委専

管管 関所 業の 機局項 企
理計計 以

部
は

に
訳
内
別

者外）
局

委理業調場 漁業 管漁 区

員委 整 委理 整 調 設納管

会会会会

員員 員 員委委

部局会

企生福済政林

合境健産

部部部部部

画活祉務

務
部部

情
苦

事

関
機

象

つ 立施研に

実の出て

件

知い

通つて

果にい

結修

い 事つ
にて

六 て五

出
等
庁
支

、
に
関

機
先

を
の

も
る

係

申個
数

人
法
立
人

。
む

含項

等 人



内業 告告 の事 勧勧

新

４

促 意意

出 びび 訳創 及及
明明 の法 表表 道進 見見

北 海

今情査４審 ※苦審表

３

果 の査終審結 回審を査
申 理果たの

処結え査区

内案果立立 件の事結申

数

道 公 報

況

てる状

立すの

申対理
度合

審審審審制内

に処

査査査 査容

第

の

情情３ 道合苦苦表

２
てて情

機立立苦区

申申

理

処処処 外計ののの

関

理理

号

育
教

平
成委
十員
三会 年
四機

も の成 状た 関合平 のし
況 行

か 不律 な に法 は 為年 の
っ 備第

がた

の

第 も計

） い。号 な

趣 は審のの に訳のてて

果にに 前結旨旨 、査趣

沿 公内っ部 のの沿一 回

、のた にはもっ 表訳た

審の

て４の い表分も お

象 行検 をを対 を をを の

てと 止し 外 っ 終し討 中

っ たいい いな して えな

計 事 事事 事事たる るた

案案案案案案

事

況内況

状の状

の 就３分 規表 新、
は

訳

てで い件 り つお にと 農

あ

月
十
三
日

書処

文の

答員

回職

金

つに

に分

曜

てい

いつ

日

の
項

４
第

条 てと

道
海

北
、
り

よ
に

定
規

立あ

申で件 のり

中お

査
ま
含
が
件
４
の。数 てる

割
し

定
認

が

。数 る

て
れ

ヘ割低

合 本クま合コし

に か 道タたがス
ト戸つ し のー、

な 農ル販パでい
て

る
２

。
る
い

家に売ー生

農とる一大北

で酪源い

り南・夏。方規海

あ道

道で農

、地畜季、模道

はを比東機業

地域産が

域

第

１ １

北本気にま

平い国

農農

海道象おた

成

業業

道の条け、 経経

農農件る本

年

営営

業業の食道

４

基基

平、変

１２３４てり
月

５業し

名住事認成農更
営。

所年経た 定 務
の年

盤 月 所月基

的成
核平
中
た

在

支

が 関月
機４
援年

も ら １比農セ産
、 戸べ家ン性パ、

のトのー 農 当

ン以

家 た倍うと高セ歳

っ農ト上

戸 りのちない

模専て業）の

数 の規、

年 営と業おが減割

は 経

しが 々 耕な農り展少合

減 地っ家、開
少 面て及専さて
るー し 積いび業れいパ

較・械の

て はる第的て

と温え的道化現

ご、加

地れと

に暖た高北さ状

気約に域た課

自な集温

は作

・候的なで畑題

然
地活農こ、、

土をなる
がを大農

条か業と広酪
農ど

をた展利なな

件し
か菜さし地が

活野開用

のはも料の 盤盤

概、との耕 のの

況明、安地

日

強強

治近定面 化化

２代供積 のの

年的給は 促促

のなに、 進進

開農重全 にに

拓業要国 関関

使技なの すす

設術役約 るる

置の割 基基

以導を 本本を

け促
付化

称所地日日強

幌成策法

財札札平で進
定

団幌
法市市
央４た和

人中中年し昭

北央
海区区月
１日業法

道北北１農年

西営第

小条条経律

中１
企西

を
る
す

表
公

り
お
と
の
次日

ン お 、。１ないほセ

。

種農るか
農と 、 年兼業。、ト り

に業経

は農営業、

家を就高 年

を中業齢 で

ヘ合心人化 は

クわと口が

タせしに進

ーたたお行

大るて と

ル主、けし 戸

や展

、的規高い 、

と業

た培て、丘開

し栽れた
りや地れ

特のお米陵さ
活い

のか、野をて

色ほ
る米たをかる

あ、ま菜

馬道体、

農、、主し。

業
が鈴央と

国

開ょ域る諸

展し地す

果

れどは業の

さなで農

降入 方的

、やた占 針な

本土しめ 方

格地てる 向

的改い
千

北開等。５

な良る万

始めク

道が進ヘ

海拓が
、ル

りれー

事まらタ

知

積今

堀、

業２２基

合目目の）

総丁丁盤号

援番番化５

支２２強第
進４

ン促第

セ地地の条
る定
す規

関の

ーに項

タ
道

海
北

本よ
基に

六知

六

状 年

都農模齢る ５

堀
事

県の営の況 前

府家経者

よめあ 比

の占に占に に

め
るるべるる

畑豊展準

ての、が水

。

、なさ匹

る作富開に

い
、
き資てす

花水れ敵

。

雪日
な、と

達冷は）

寒で年 、
方り

しが大

也厳我広

達

いお
つと

にの
」次

針

也



すをのまと

者進夫そ者

こ制

平 の度る活他た遜

成 たやとか農、色

十 め経とし業農の

三 、営もた経業な

年 農管に経営がい

四 業理、営基職年

北 海

農面る求

的が制きが

３

発務業の経め

農国に急

経化展で経特営ら

業際

覚る

営のさあ営例感れ

着置を。

基急せるの措

のない実を育

盤速て。

道 公 報

住保が

市組基制で確と

計しみす重

場みこ本定

急ら画たよる要

原がれ

の務課」いとで

理

もる

一と題に北農とあ

道のに。

層なに掲海村

のっ対げ

第

のいまの

算壌で分て格

件道増るた低

）こ条本

なよが農加。、迷

との

に
加

っう悪業が

え

てにいの見

地核ま体て

い、農中込

る農

号

とい

売の こて

販るれ在

に戸 ら上

家家 かる

農農

業規

けを 農新

お数 、、

月 者能こを盤業間

十 が力れ展のと労

三 自及ら開強し働

日

を選間

らびのし化て時

成外営い促択

作対経て
す得た

し信体け進し主

た用がる

金

た魅従

計力、よるるる

画のクう

曜

のの者

に向リ、め力事

基上ー農

日

な活て

づ等ン地各あ１

と

化展た発用る

強進く
伴にのきと

のにめ展で
め青に

進うはたるも

促

申

関産経に色、

に農、

す物営は

覚自の産

る価感、告生
入か

組のにら導者

取格

、

迷れ経等ら

み低優の

れ業立こ

導て応ら農確

、る、た・にれ

入いし

村け農

さこ本食農向ら

なが自振各業

らと道料

施営

はど我給興種経

に

国の例策が

、、が率条

業

畜業最向」を農

家農

に基開生

排経大上の展

つを食最本し産

せ営の

担る下

。業等をれ制、

従を
てどお料

事中っなに食
る農

のとき農け・

者心
齢て昭の国業

高した地
一給化農

化、和需際・
急基

に年桁ギの村

等近
り耕代ッ速本

よ、世ャ

従就

る維

農作のプな法

持

の数

以る 者者

歳す 事農

あ必 齢近

のに 高が

上の

と要 化年

つな や
者弱 がの 継人 ぎ数 後
い
不

の種る人 ち い足程 う な

、期業円施も当

きが農

をとり

経待や滑策のた

営で経な

改き営利総す

善るの用合る

に農多集的こ

取業角積にと

り経化や講を

組営な経ず前
こに間

んのど営る提時

人自理と、程

で法、管

を経

く化らのと他度

い

め者

ど意の進営

なた営
価へ

厳や数、」

、欲計
・意

い力理格の

し能管
給改

業あ可需識

農のを
向を

勢担と動革

情る能
的っ

中手るに図

のいす

、の

農育式確て

、の複

供限念効相

物め料大理

部

適る給寄に率当

のぐ

しづか分

正環基与基的

処がとてきつを

な境地

農定う

理大しい、安担

く、た業的農

等きてく

環変めのな業

の

全業造

境化食に健農構

て・、な経を

保し料は

進」
にい農９発営確

全

労棄業拡展の

業放農が
のし輸定

働地者大や制
農に

が増リ、入等

力が
少傾イ良産伴

減加タ優
の地の農

す向ア農物う
加物

中あ進の増産

るに
、、に休にの

でり行遊
いがう格

立今伴化伴価

よ後 農に度

地後

が 割、継 者 のり後 継 家
合今者
補 も後

農強率 、も人充
：

数推代 で戸で世 年家）
の移交 は

替 減し

をの合す産）

少て をを

従水

定一創理る業の

認
推工、事準

農層意化。
ま図と畑

と化をこ
イ

業
らも取たりに作

さとの

つり主

にに組、つよを

市を作、、体

、、み転

・記対く

業成簿にい

米

保税でと

持確や応こ

を

るな

るす必をよる

ア

続

大品ど

稲近経る要米最
生限質、

作年営たでの
る産活・低

を、体めあ
は。にか食コ

主米のに

向る業年展を立

体の農

豊成る

け。・４と育す

取村にか・こ

た農月
待一を域

どこ期をり地

たかさ層支別

一をまと

、じ、られ促援の

方通

る組

女て農、る進す取

、懸農形
性、業高。す

物へ

件こ農念産成

条、
土ま処れ価の

やれ地さ
が法る

効織をて割化す

り、期人。

率を目とは

か成すわ離待の

的育指

跡れ立

つし。け農さ設

安、、

がお 占

現計

念、 てで

懸り め年
ら

当 達るさ

を人め

いさ

労

お つ、

り しに

た 成。

業す

の町推作高農と

つ

すに収所る

生村進物い

域

力農るつ益得地

産や
のてが確

、協。い性の

域、待を

品区は期保

商
越、れる

、を麦さ図

性
力た豆野

売え大る。

販

業、当せ味ス
等広、菜

す給所需たるのト

と需

層産

るギ得要っよ一生

は、のに

地ャがにてう

迷じ、直向向

域ッ低応

をた

のした高播上け

プ

の栽術図生

拡て米い技

体

にる計培等る産

大い

術よと制

よ。画技にと

自のな力るもの

りこ的

た】

農農は齢こる。み

の人がしめ

業村個者う
験実家

は活の経た、

者

経

農化力や態族

、性体
大能識を営

業にや知等
活ま定

重き力を踏協

の

締

な貢応かえの

要くに
し、こ女結

担献じす、

等地に

定地担地る等

い

り

な農手の域よ

的域い

の不け携、

農業の受連
や法域

経シ足手型地

業

主

をテ深高人が

営スが

補ム刻齢
し家定と

完化化農特体
業っ

得促、等農な

しを

他力

む 、働

お

る進農か

産不

ね
業足

を 者営 ） 事経 円 従、 万

の 得
のト げ

みス あ 並コ

域飼、

所減 効
涯低 る
生

等

力地作き

実産料花

の
成品組

も形のを

をの物
わ

、消、合

に、質み

と
米費生

六 産者産せ

七

向営

ののの経

地と性た

や生に整
編流上の

再交

流う産大産、備

主よ生

ス苗図

通なときコ育を

況、経ト、る

米状麦な
低除

格の大営の防。

価
下で等模減、

が中豆規

転有少穫

落、のをや収
密の

て定作す肥等

し安
りな物本植共

お的作る

生と性な

、水の道栽同

業、

でい涯に農ど

手て
る。わり者魅

あるによ

とり生高あ

とた、や力

にわや者農

も関産齢る

加こ域経の

、る地の村

やの動参立

工と活営確

売き参並向

直でに画に

のの人優

ヘす地ら法た
の農

パこ有農）良

ルる
やに利業育地

ーと効作
が受や確

コよ用の成の
町と

ト、困託市保

ンり
クととと村そ

ラゆ難者
っる階有

タりなな段の
の利

なるてなで効

ーあ

にど 的
得な 率

ど農いど

定
すの 安
当域 つ

相地 か

対 農
間に な

年題 的
る課

得る 営
所す 経

業応 業
農

た の

にに合

成等等複

主め 育

図

進るりを

促よよ化

を

稲培作

る別着る

す差定

を

作農着作の業

稲田定
を拡優入推

を業・の導
性にす

と確大位等進

主

にた

、る加びけ

す立が

域境

観業る地環

景職す
動く

備あと活づ

整でこ

を

の業る、農用

なるが

営域益保一

経経地公地
な合促

支のに的有層

営

成

組立い役理進

援確お

す 保
従成 確
る育 ・

た、

１努き

者べ に
事



北 海

型稲菜合

類
農

営水野複

経

道 公 報

環産が稲

型経酪国作個

生主経

北酪営農のを別

・育つ乳体営

海農をに

す］

酪畜成い生と体

道
をるは基る

農産すて産

・

第

さ域設酪

種製高地施
ウ

選質らをな農

ま苗・品

、確別でに単ど・

たの

産産

耐保の安、位生畜

作し流を

冷、適定農と

化な業た通主

性休正的

、閑

号

道」ー
標ニ

平がのズ

成策実の
十定現的
三しに確
年て向な
四け把長メ営

農田だはそ水ラ

いんねロ面

経作水だに
ん計

面こじぎン積

付稲
等

営積ん

規
模

、地地

機乗農野育乗ス

し】

用立酪と域

肉確。
と戸の

生る家て

牛す農
を

代もの割

近と数役

産
人にめ

計、少高

化に減
ら

等家るさ

」とよ、

画

緑を畑の経に体
に畜地

す

病肥図作共営関と

耐

援るる

性のる物同支す

生やシ拠地

及導との化

にも産農ス点域

び入と

ム設

量よに・作テ施

収

排給受のの

性る、供業

備

高力水を託形整

が地

め織をを

くの対進組成

加持等るで促推

、維策

い

月る、握

十地の

三畑域も

日

要 の農需

物営、

作のと

付件の 作条

金

針考向 指を動

曜

やし即 」慮に

日

用植い種の稲イ

農たし

穫セ

ト機こプ他収ス

ラんラ
穫ト業タ

ッ乗収ン作ン

８機のー

ク用
）作利

２条農を
乾

プ負た

ン請し

ダ業用

用用菜苗用プ

織燥

）組

ー

生施トト管ハトレ

械

機スクヤ

設ララ理ウラ

備タクター

装クッ
ー培長ー

産軽土ねブ
ー ４含ぎ

ム 輪む、

式 ））メ

と域に

、 方ン

）ロ））

し

て境落展

し環集発

即
さ力い

土や活て

、にの
め

・い下た

草し低く

・
と念多

畜ゆ懸、

家、が
経

和あれな

調りさ様

が

工・の。あ進進

しるる

産コるる

適増生るすす

トと

に、基ンと。

性進

クに

れ培のラも

優栽盤

ー乾

品術備タ、

た技整

育調

の高推の燥

種のを

な施

発平す成製

開位進

輪た
普化こど設

・準る

が系的 体体画 団作計 業

を し
持産 定
維生 設のな

をす る
立進 い
確促 て
・

基る

全
の製
へ調 に 作

本。 畑

同
共

託
委
面

稲
水

的の
画間
計目
た作

棟戸

１１１３５

式

）
用

台台台
目分場

複パ労作ト市 経

簿コ、別析動

営式ソ務

た酪中営

記ン財原向 管

我育

源・、の

資農で体

循畜
２
第

第的る

る進す

効

１なと

。

率

に経次 的

示営の か

し事と つ

や乾に集集

及、と、や

良調りや荷

優燥よ落出
が踏

資取のけ公心を

、

、牧高ま

源組確さて共

をに作場まえ

循体立ら

型を図、付のるて

環制

、 物

肉整る飼地活中、

いま

成担
指者
需 付
実 作

パ育肉

ルの、

ヘ手た

と

整
・調
産働
生労 ー成用

売
販

事

労る従

族た助

家主補

記に務価に

力事者

働従

るほ把確

帳よ、の的 理

営管、対 方

経場握に

の

、
画スし 法計理コ応

活確菜 業

地効定野入 農
事援に省

従支用保の

域

た例お

シよ労力

安

目をり 定

標もで 的

をとあ な

達にる 農

成、。 業

し現 経

う在 営

る開 の

効発 基

率さ 本

的れ 的

かて 指

、畜

用備。料の用で家

、給地推排

牛し自団を

生

し畜つ

産地率化進家せ

の向意、排物

を域の、

つ適

進特上欲自せの

推

生能飼物切

す色、や給

処

と活産力料のな

るを

あ増理理

とかコのの管

にたトる産のと

もしス

い

ン保つ

コ確に

や・牛
す、

ク進は

ラ推て

トを
豊

どの

な。道

ーる本

タ

者

支な

営か

経

態

スる働化 の

人人
１２ の

様ム用行術

テ雇銀技

つい

有安導 等のの）

標

農よ
なに

的術
定技
安る

指可
の現
営実

経て
業っ

担を適貴

し経
とな

標能

耕定低い図正重

、安の

と及有

種的減手る化な

肉畜のとび機

農な、へ

用資

や用産農も利物

家

境地、の源

酪牛環用に

し

家源問の近促と

農資

用、にて

との題利年進

連大の集環関の

の増へ

保る効

携や適積境す有

織飼

組給

援自
に北切、

どほ

なや

化盤

強基

の料

に場

六取副

八

て営

と有

むの

組物

り産

先示
の例

内を
道型
、類 に律用

よ海な放全法利

ブ応の対」を

る道対牧

理進

域ラ等推すの促

地

向や関念す

的ンに進る

優に

に用

も利

と効
なド たる

れよ



平
成
十
三
年
四

北 海

模作業

規
大稲専

道 公 報 第

経

稲菜合
野

水畑複

号

月
十
三
日

金

曜

日

作水う作

乾乾育そ普穫

収

面借受麦

付稲ち業小
）

等穫

積地託
）

機乗マフ農普田農

う
農そ乾水化野たにに

ま面ち

作水小大にた営

面じね積借

付稲麦豆ん

等
積んぎ計地

）

機農育乗た自田ス

燥燥苗の通の

野活た輪

コ業

施機ハ他型作

設ウ
スン受
バ託

水イ ）

用
利
効

）有

用の ）稲ン

機

械用ニロ用通植舎

を

施トュント型

設ラアトラコ鉄
用）

装クスロッン乗骨

レダイ８

備タプークバ

ー
ッー２ン条
） タ

） ー
用） 、２
））

じじ

舎の燥稲菜まんん

他調ののね

製育省ぎんん
シ小

骨及苗力のの、

鉄

移技ッー麦

）び、化ポ
機ー大

除植術トダ、

防

の

業び導械は豆

作及の

農穫植方３

の収入移種

プ

等共育輪

協のと式年

型機レ

械用苗用ま脱植

ウラぎコー

施トハトね

設ラ

条ー

装ッスク移ン４ヤ

備クタ植バ

水ー機イ）

２稲ンブ
ー 、

４ム

条式

）た
ね、））

ま
ぎ

系

にし肥体

菜用い作

用

益セ確

い収給を

つた供
る

収のタす

、性ン立

て
械活と

機上をこ

穫向ー

図

入たる

導しよ

の用に

収

１３５麦
小
の
め
た
る

棟台棟 台棟

２１１１１１１

）
台台台台台

務械画の

複パ労機計準
更持

簿コ、、的維

式ソ

作シ

へ同苗作

記ン財施

る
よム

託にテ

委業ス

の

棟力

１省

２共

）
）

台棟戸同

１４４

式ソ務物分

複パ労作ト

連

記ン財原

簿コ、別析

維害

同の障

共力作

や地

設進避

施増回

用持の

利
を

事

労る従

族た助

家主補

記に務設新

力事者

働従

る

るほ保よ

帳よ、のに

理理備

営管管装

経場守

、
画と水

計
械間
機時
能業

性作
高る

事

労る従

族た助

家主補

の

記に務価

力事者

働従

、

経場握

るほ把

帳よ、
、

画ス

計理コ

営管

のよ
業に
作託縮

農委短

者

共る

人人
１２

六
九

者

よ
に
入縮

導短
のの

、時
化業
同作

人人
１２

部の
外間



北 海

経

業
専

道 公 報

樹
果

第

経

菜業
野専

号

平
成
十
三
年
四

園
他樹

の木
そ幼

地

ぶおオりお営

そりこ省

と積

んどうーんう面

り

制
うーう計

ごうとナご
）

度

農作
乗フ農雨マブ農ス

他面

の地付

そ
水積

田等

賃
の

）
貸

ほ営

そ野市ほ作栽た機

れ積

付ねいう面

作長だ
う

等そ

積んん計

面ぎこ

機乗長スフ農栽育

月
十
三
日

金

曜

日

んと力り力お雨

水区率

け

他ごに的ん軽うよ

の
のよなご減と
低：設

品る栽：、う施

働方い樹全の

種労培わ

雨覆

熟力法化高園被

に

導培よよ作

期のの栽に

の

異正入、るけ業

の適

苗業設請

な配と大作施

プ

も業定能の負

る分作

ューリ

用ロ用よニロ舎

トントけ

骨ク

ラトラハアド鉄ン

プャ）ラ

クロッウスキ

ーダレスー

タークス

ー２ッタ
ター

）ー
２ ）

場う取培い械

）））

用

他の動れり体肥施

の菜
導向んの系供設

確セ備

入をそ実の給装

品考う施

にすつにタ

目慮に立ン

い。てるを

つるいよー
力し

は雨働用

ての労活

ロ舎培苗

労けのた

、よ

トぎレンハハ

械用ねプ

施

スス

設ラプート鉄ウウ

ンーー）

装クラヤロ骨

備タ
ータダほ長

ーーうね
れぎ
ん用
そ）
う

の向

稲画の

））

用用

）

方化
き模

播規
直大上

の
導機
部能
一性
の高
式、

団

の体植率導集

の
入械

の薬向、へ

を制、の入

摘苗委

み分剤上大の

組
せで植

わ化果定託

合業 ２共

る労、 同棟式

１１１１４１１

台台台台戸
、売売

複パ労部握販販

コ、別コ網体

式ソ務門

時地

記ン財、スの制

簿

のス別の

力ウ期力

働ハ

化増

保お準持

確に平維

と４

況る進

状け

３
的の
画間
計目
た作

１１１１１

台式台台棟棟棟

目分場

複パ労場作ト市

コ、理別析動

式ソ務管

よ
に
入
導

記ン財原向

簿

効
業
作
る

事

労る従

族た助

家主補

務作ト多の

力事者

働従

立

帳よ、目分様確

記に

有

経客原や

る顧別析化

画把な

計理の利

営管価 売
販整
・調
産働
生労

、

事

労る従

族た助

家主補

記に務価に

力事者

働従

に

るハ把確

帳よ、の的

・コ応

営ス、対

経ウ握

、
画ほスし

計

の

域活確菜

地効定野入

援に省

支用保

者

シよ労力

者

人人
１２

銀技

スる働化

人人
１２ のの）の

ム用行術

テ雇
有安導

七
〇



平
成
十
三
年
四

北 海

経

菜合
野複

道 公 報

営水

］
体型稲 営

類 経
織農

組

第

経

き業
花専

号

作構月 業水成十 受稲員三 託、戸日 小数

調 収
燥 の

乾 麦
穫金 製５ 、）戸

曜

日

キメほ営

育事農そ構露

稲いタャロう面

水だレ
んツん計

こスベンれ積

）
設う

施そ

作
乗マフ農普田だ栽乾

他面

の地付

そ農経

水営積

田等

賃
の規

）
貸

模

作カト営

そ２苗マ共機

き計

面ネコ積

付ール面

ョょ

等シき

積ー
ンう

機乗歩農除ト栽冷

野

苗務舎の成地

高オ住

ハ所他員
間菜

）作施

ス骨のと

ウ鉄

の

用担菜

稲分野

水業設

い培燥

に
せ
合
式組

）方

機こハ調

用ニロ用通植

ラコんウ製

トュント型

ラアト

設

クスーッン乗収ス施

タプダクバ用穫

ン条ロ

ーレーイ８機メ

ッ

）ン タ

、 ー

ほ

）れ ） 、２用う

）ん

チ選生施

の品のル同械

の入栽別設

他種購
入よにに備

導に培等装

品産 よ育るる

にるよよ

業作の

価作草質

る苗除

方 動省の持

変の業維

格

行用雪レ培蔵

の力軽、

施ト用ト機ンハ庫

械用
設ラトラチウ

ク装ー

装クラッ直ャス

備タク
ータ型

ー軽）
４
輪）

）

）

家ー参

農ナの

齢ー民

）

入
定導
んの
せ度

の制加
売
託販
受る
のよ
業に
作

１１２出
と
力
働
労
る
よ

棟棟棟荷

そ

向的
動画
場計
市た

５１１１２１
）
用

）う

台台台台台棟棟

２１１

台台

利

パ業場作ト資理労福

繰管厚

ソ計管目分金務

、原り理生

コ画理別析

式

散
分
険上

危化減向

ン

１

管
営

経

１１１１１

台台台台台棟台
計目

複パ労作ト市た作

析動画間

式ソ務目分場

ン財原向的の

簿コ、別

生

市
都
、
化
様
多
の
網

記

応
対売
に販
確・
的産
に

し

事

力る従

働た助

労主補
従

に労価表等

事者

把よ事の

よ務のに人）
教実

経財握る、充

る、

、

・、コ金育

営務、資

作ほス管
期修

給従入地効定定研

支用保的生

料事域活確

のの援になの

制者

方
の

理

導社シよ労休受

法
農

労る従

族た助業

家主補

生労
力事者事 働従事

従

、の的産働

記に務価に
販整

るハ把確・調

帳よ

応

営ス、対売

経ウ握に

、
画理スし

計管コ

に
支用保

域活確

地効定

援

人人
５８

者

シよ労

七
一

銀のれ

入会スる働日入

）保

険ム用行確

保テ雇

者の

加有安

ののの

スる働

人人等 １２

様
態

安
のの）

ム用行

テ雇銀

有



野複
菜合

）

北 海

作
畑

道 公 報

経

）

第

営畑野複 畑
体営

類 主経
を別農

作個
す］

と体型作菜合

る

号

平
成
十
三
年
四

豆いぼ

小大ばて大だご

いん

いさこう

麦麦れん
ょ

し

面
付

作
乗農フマスビ普

等
積

営

そ集共の移地畑土機

いス肥面

て小なだア緑

計

さいこパ作積

ん豆が

ス
ガ

いもんラ物

小ば
ポビビだビマト農

】面い 域付麦れ 地経作
等ょ

営積し

規
模

機乗農

月
十
三
日

金

曜

日

用用ロニプー通

時高乾

ー移コ

トトンュレト型

ッロスヤ植ン

ララトア
レイ

タクープー機バ

ク
ーダ
４ーッ自４ン

タ走条

ー式植 ）

）え

７）） 用

同省植力作壌械
）））

化作力、の物診施

の団
に業化収維と断設

他

菜よ備

よに穫持野に装

るよ作増

高の５適

計る業進のる

画

業肥物な

的性分緑作切
作場

付機体や輪ほ

作能

理

のに葉体管

け械制茎

ーいーニレ舎

作よの系

トトンこトュン

テー

ャ骨

ピハハん移アチ鉄

機プー）

ッーー収植ス

ースス機レ

カベベ穫

ーー条タ連

タタ４ッ４

植ー）

２え

条）７

ラ

生施トト

械用用

）

）

ー
備タク

装クッ

設ラ

産４
）

機製

の能調

期性燥

） 方

効受
有の

の業

整械作

調

共

台
３

た
る
図
を
用
利託

戸同
３

分場計

複パ労作ト市た

コ、別析動画

式ソ務目

るすの

記ン財原向的

簿

み

積率込立

面能き確

業

共１

業
作
と
保上）

確向

戸同棟

５

目

労作ト市た機更持作

のに間

務目分場計械新

向的保よの

、別析動画

式

台
３

財原 ン 管

簿コ

営式ソ
複パ 経

、
穫
収
の
麦
、
稲
の
め

記

、の的産

記に務価に生

握に販

るほ把確・

帳よ
理コ応

営管、対売

経場
、
画スし

計
体省
団、
集分

農配
営働

事

労る従

族た助

家主補

に生守る労
力事者

働従

調

、の的産管装働

務価

販と水整

ほ把確・理備
の

管、対売計準

場握に

確
定

スし的維

理コ応画

保

方

経

のる
帳よ 理記に

労
、
画 法計

営
に

従支用
域活 業

地効 農

シよ 事援

る
よ

に化
制力

用
雇
時

常

者

労

る の

）
行

銀
働

人人
１２ 等のの

様ム用
テ雇 態

ス

人
１

有安

七
二



平
成
十
三
年
四

北 海

経

道 公 報

畑野複

作菜合
）

第 号

経

月
十
三
日

金

曜

日

ス営う

比可野確共地た

コ
ト計地

ー積借

イ面ち

ン
ー

）

だに
ポビ普育農そ畑作

豆んいん

作小ばて小い

面いさげこじ

付麦れん

等ょ

積しいんんん

土機乗農フスビだだ

面
営

そコ織５省省地た

計
積

能菜立同力い

トポビ育

用維交

的なの利の肥

較

）

作菜品組持換

畑野高

業品のに進

作の質合増

の種維よ

な定と小葉

少選持る茎
収き

時定のす

い安麦の

産穫込

期生

物系

テー通苗舎の作体

トト型ハ他
４の

ーンス品確 型

ピハコウ

カベバに立 ス

ッ

ンん作 ー

ースイて畑 チ

ーさ的 ル

タ

い野 ）
用菜

ロプーいい

り
取 ））を

トンレトここ

壌械用用
ララトー移んん

診施ト
装クッロヤ植は収

断設

よ備タクーー機種穫

に

ーダ機機 る
適４ー自４
走条 切

式植 ） な

）え ほ

）

用

場

化作力力力い
理））

管
交

他ト物化化の肥

のス
低輪のの維

能立増）

減作可両持換

産の畑

生系な）進

と体
野の

の立的葉

性確作茎

た導込

ののき

上菜す

向

ハウ

ントトハ

レテー苗

ーベベ

ャーース

チハ
ススて

）い

連ーーさ

４タタん

よや

６にみ

）
用

家

）ラ農

月ブ畜

９る有

れ
入

業のの

作ドと

にン

作
５
た

同棟輪

３共共１の

戸物

戸同
のに間

械新目

機更持作

２１１１１１１
保よの

台台台台台台台

分場計

複パ労作ト市た

コ、別析動画

式ソ務目

め入み

記ン財原向的

簿

のや
家

集の農

農得畜

営所有

棟
１

組との

の保と

団確

のに間

械新目

機更持作

調

管装働

守る労

保よの

維
画の

計準
と水整

理備
的

事

労る従

族た助

家主補

に務価に生

力事者

働従

把確・

帳よ、の的産

記

、対売

経場握に販

るほ
、

画スし

計理コ応

営管

機よ
能に
性用縮

高利短

械る

事

労る従

族た助

家主補

装働

守る労

力事者

働従

の
計準
と水整

理備調

管
的維

画

七
三

者

入時
導業
の作

人人
１２

者

同の
共間

人人
１１



経

北 海

作菜牛合
用

畑野肉複

道 公 報

経

第

模作業

規
大畑専

号

平
成
十
三
年
四

ぼ面養殖

大だご営飼繁

ん計数

こう積頭牛

豆い

黒
）

毛
頭

ばて
ポスビボ育牛肥た

い

面いさ

付麦れん

作小
等ょ

積し

う

地たス省土機乗農普

計地
積借

面ち
営

）

いス
普ポビ農そ主１高

豆豆んイ

作小ばて大小

ト

面いさげー

付麦れん

ー

等ょコ

積しいん
ン

機乗農フマスビ育

月
十
三
日

金

曜

日

プーブ苗舎育い

スる土

トレトキハ牛肥

テ

舎盤 ハーハャウ

ーヤーッス

ベーベト） スス

通

）
式
ー走ー） タ自タ

ト型

力いイ力壌械用用
ララコ

の肥ー化診施ト

に装クッン

維交ト断設

）ーよ備タクバ

持換コ

ーイ

増
進ンる

の適４ン

茎収切

） 葉穫な

の作ほ

） す業場

要作性
込委理）

きの管

ト他畑物能

通テー舎の

型ト

大 作 コピハ

型 型

カベ４の機 ス

ンッー物

の ー

イース品作械 チ

バ

ー４単導 ル

ンタの業
位入 ）

５の

ー苗

作

台輪保 ）２年確

ュレトハ

械用用ロニプ

ラトアー移ウ

施トトン

装クッロスヤ植ス

設ラ
備タクープー機

ーダレて

４ーッ自４ん

タ走条さ

ー式植い ）

）え用

７））

用

断

ー作診

イ農壌

）））

力る

ー省よ

コのに

ト業
じほ

んな

に切

、化適

ン

２１１１

収理

の管

ん場

同台棟棟棟棟

共１

械新

作ト飼料資資機更

繰管のに

物分料設金金

原のり理保よ

別析費計

畜る

有よ台

やに３

み託

のの戸

と業３

家作

農農

財

簿コ、

式ソ務

複パ労

同棟

共３共１

戸
８

記ン

１１１２
持
維
の
準

同戸 台台台台台台棟

２１１

分械画

複パ労作ト機計

コ、別析、的

式ソ務目

業
作
穫

記ン財原施更

簿

価経表守る

よ
に
託
委
の

把的よ理備

の常に管装

、握日計準

握把ると水

ス飼的的維

コ、常画の

経場
るほ

帳よ、

記に務
、

画
計理
営管

よ
部に
牛者

用齢
肉高担

門

従雇

働た助時

労主補常

従事用

力る

のに

記に務価設新

事者

る

るほ把保よ

帳よ、の

備

営管、管装

経場握守

、
画スと水

計理コ理

機よ
能に
性用縮

高利短

ての
い業
つ作

にる

械る

人人人

１１１

者

、
は分 同の

共間
入時
導業

の作

七
四



平
成
十
三
年
四

北 海

経

道 公 報

牛合

類用 農
営畑野肉複

型作菜

第

］
体

営
経

織
組

号

常

構月 成十 計員三 戸日 数

金 ５

頭頭戸

曜

日

営う飼肉肉

に構た高土

牛

いん面ち養用用

だに
ん計地数

こじ積借頭牛

ん

繁乳
・

）雄
殖用

肥
育 頭

））

大小牧

成肥た農事そ畑

れん豆豆草

経作小ばて

積しいと

面いさ・

付麦

も

等ょう

営

こ

規ろ
し

模

機乗農普ポスビタ

飼

育時

畑集よ機力た土

数
頭

牛養

成
頭頭

肥能診

、成い性壌

農そ

ほ型に

ル間の大断

ホ員
還械る

殖作場機よ

繁の
に導切

育分元の適

肥業
式るほ

貫方よ入な

一担
せの理

合力管

組地場

を

所他４

牛育い舎務の作

舎牛肥

品 舎盤

に 型

畑 ス

作 チ

を
菜 ）

野 ル ））的 ー ）

用用通テプーイ

入
み
組

生施トト型トレトヤ

械

ーョ

設ララコピーハシ

カーベベ

装クッンッヤ

ーイースル

備タクバ

産４ン自タ
走ー
式 ）

）

） ）

診

作団る械化い壌

） 方

に力穫の断

に化省収肥

可場よ

専よ化のほに

肉

な元適

種機能還る

用る

菜よな

殖の野に切

繁械

取地場

育同をるほ

肥共

入の理

貫用り力管

一利

他

舎の
を、

複持

た維

）
ル
ー
チ
ス

型

輪
年
５
た
れ

営
経進

合増

棟棟系

１１１２１体
作

棟棟棟
務利械新

資労福機更持

理生保よ

管管厚のに

金

共２１２１

織

式組
２

理

台台同台台台台

５１

設金

パ労作ト飼料資 経

析費計繰

営ソ務物分料

維

ン財原のり 管

コ、別

作こ増

合部る持

組一れ

委よ

複のに

た業と進

せ

持
棟
１

営に省

経託る

合

る

者
事用
従雇

助時
補常

等守
と水

事の理備

人）管装
維

育画の

教実計準

、充
、的

従
力る
働た

労主

の常に 理に務価経表

事

把る

のるほ把的よ

よ、

常

営管、握日 方

経場握

、
画ス飼的 法計理コ、

期 業

給従入肉成研定 農

者牛の生的

料事用員修
休 事ののの冬のな

従制
導社導期受 事者

従事
る従

た助
主補

人人
８１

力
働

労
族
家

七
五

入会入就入日 の

人
５

者

険よの確

保に労れの 態

者

加構保 等のる確保

様

人人
１２



経

北 海

酪専
農業

）

道 公 報

常

第

農
営酪専

経

型農業
） 類

号

酪
農個

平を別
成主経
十体営
三と体

年す］

四

養産成

とそ営飼経育 る

数

も他積頭牛牛

うの面

ろ計

し
こ

頭頭

牧サ
敷バパ堆尿カスバ

面レ

付草イ

作
）用

等草ジ

積採ー

時

そ既集活自堆機牛育

数
頭

牛牛養

産成飼

経育
頭頭頭

営飼

カスバパバト農※

草草の面養

経作牧牧そ

面他積頭

付

営積採放計数

））

等草牧

規
模

機成育敷バパ堆尿

月地

十域

三】

日

金

曜

日

パク

料ンド肥溜ーール

舎カッ舎フ
ハーク ーク

ッハー サ

チッラ イ）チー ） ロ ）

）５
頭

用給肥械舎成

）） ）用

ス的し飼舎施牛

の存約

他

舎 タ放た料を設

ン牧ゆ生活装

チ技と産用備） ョ術りはし

採営用堆） ンを経利た
産

等す合生

舎用組肥

牛
のる

用飼

用と戸そ

活と４と

ンクト料

ーールイーラ

クラクタラ生

フパクプ

ッハーイリーッ産

ハー
チッランーク機

チーミナ牛械

ルー舎４に
つ

ー理）い

５３カ管

同
共

））は

用）用て

頭

ッ舎

械牛成料ンド肥溜

生施舎牛舎カ

設舎ーク
サ 装

） イ 備

）ロ）
） 産

）
）

１２１１１８３１

方

）

棟基式基基基基台
変金

粗 労乳飼の費の資

益把動繰

利 務牛養損）

定門・握分り 益 ・検部

、組地

にを草

も）の

財

還１１

パ用

ル利

ヘ織へ

を元棟棟

ー

用
利

記ン
簿コ
式ソ
複パ

式台台

５１１１１１１

基基台式

動繰

）変金理

費の資管

１２１１１

式

握分り

把

棟棟棟基式基基

１１

養損
粗 複パ労乳飼の 経

・検部益
利 営式ソ務牛

記ン財定門・ 管益 簿コ

よ等 粗 務デと原に析表

タ料把るに 収 ・ー飼価

る －

産の生握月よ 益 生

部分収資 直

管活産、別

同ル化
門析接益金

理用

記に
共用
・活
用ー

利パ

、
画

計
営
経
る
帳よ

助ル族給

労主補ヘ家自
働料

力る従パ労飼

働た
従事ー

に

よ等

に析表

事者の生

益金

収資

別る

月よ

る

飼価 理粗 記に務デと原

る生タ料把収

帳よ・ー

、 方－

経産の生握益

の

計理用部分直

営管活産

、
画門析接 法

給利パ 業

家自同ル化 農

働料・活

従労飼用ー

族

る
作よ
同に

の生共用 事

業機

者作産
ヘ力

、省
業

人人制共

１１担の
分械

業機作よ 態

作産同に の
等担の、省

様分械業る

制共ヘ力

七
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酪専

常

農業
）

経

第 号

常

月
十
三
日

金

曜

日 ト飼そミ自ス 農

経育時
ス曝カスミスト

面養産成飼

作牧そ営飼

面他積頭牛牛養

付草の

数

積採計数頭

）
等草

頭頭頭

機牛ミ成バパ乾分堆ス

※

養
飼

時

飼そ既ヘ高自堆

数
頭

頭

ラ料のル給ラ

パバト農

ン料ー

ク生他キ飼リ

パ産ト

ー用グ生ス

タ産
作
料機ラ一を

飼業ーはア
ンし

産にコ用

生ー部活
肥

搾ラ液

）るトた

用よ

用

乳ク

ト

ラ気ーールキラ
タミラ

リ槽フパカック

ーハーード

ッハローキッ ポ

チッーサク ン
プチダ牛ー

ー舎４ ）
・

ポ用用 気頭理） 曝５管

ンド草娩肥ラ

プ
ン））

カッ舎舎舎リ

械舎ル牛

施キ舎
ンークー 設

育ス サ グ 装

成ト イ パ 備

用ア ロ ）ー） ラ）

） ー

）

舎

料の存ル泌給肥

） ）

ー生料を

生他スパ乳飼

タ

を産用

機ンを産生活

産

た

にョ用追はし

械チ活

組肥

い牛用堆

つン求利

共の産

は等合生

て舎

ラ用
利用戸そ

同活４と

ラクタラ

プンクト

イー
ンーク

イリーッ

ミナ牛

ルー舎４

産
タ生

）
用

ー理）

カ管

５地
草
託の
委そ
にと
ー

６１１１１１
台台へ

１ １１
式基基基式台台台台

１１１１
り
繰
金理
資管

式棟棟棟基

１１１８１

棟棟棟基

変

粗 複パ労乳飼の費の
把動

利 式ソ務牛養損）

・握分 益 簿コ・検部益

を草

用）の

記ン財定門

同
共

元
還
用
利
織へ
組地

理
管

式式台台

１１１１

従雇

働た助時

労主補臨

従事用

力る

金
資
る
よ
に
等
表

事者

よ 粗

記に務デと原に析

料把る 収

帳よ・ー飼価

経産の生握月 益

る生タ

分収 直

営管活産、別 －

、
画門析接益

計理用部

働用
労雇
族時化

家臨力

の活

従パ

働た助ル

労主補ヘ

従事ー

力る

人人人

２１１

者

事者

七
七

制省
担る
分よ

業に
作用

人人
１２

者



常

北 海

） 牛業貫
一 用毛

黒 肉専

道 公 報 第

経

） 業
貫

一
雄

乳 専

号

肉

平用 成
十牛 三
年
四

他も

飼の草う

時そ牧と
ろ

養

し

数こ

頭

４

頭

繁育
子堆敷乾管出シ乗

数等

頭牛牛

養殖成

飼
頭頭

ホ交

た提省ワ粗機成育

牛牛
生生

初初計

ル雑
頭頭頭

導
乗ほロミ農家そ自を

イう面養入

牧サと営飼

レも積頭頭

草
採ーろ計数数

）用し

草ジこ

頭

作
ほ育作堆敷乾管出シ

月付 十面 三積 日等

金

曜

日

牛肥料草理荷ョ用

利機

ルラ

休舎庫庫舎計ベト

息量
施ロク 房

設ータ

）ダー ）））ー

）

）

肥

い供力ゴ飼械牛成

）

）収設育

肥的ン料施舎

は多

牛 、頭と穫装

舎 一飼肥調備

部育育製） ほ技技、

場術術栽

） 還の培

元哺高管
にど

ほロ化な

の乳度理

育ーキ用畜の給活
かボ

トロルシト計他飼用

用

料し

グッ器た

ラボシンラ量

クッュ
ゴう雄

タトレワクと乳

ーッ
ダンも一

頭ーろ貫

・こ肥
し育

草理荷ョ

わ

）稲

）頭、

庫飼舎計ベ

育成業肥料

舎育餌料量ル

牛肥給舎

施ロ 調 牛通

設ー 整 舎路

庫ダ ）））ー ）

） ）

） ）

備
装

元設

還施

用械

）

台台

１１１１１１１１

棟棟棟棟棟式
設金

労飼の販販飼料資

体費計繰

務養損売売料

門・の制のり

・部益網

面

耕トる全

、ッよの

財

キの業

農ミ益作

種・収
ン保託１１

へシ確委

家
償グ棟棟

有

、
ら

記ン
簿コ
式ソ
複パ

１１１等

セ草

２牧
作
転

台ト台台台式）

１ッ１ １１
り管
繰金
金資
資的

棟棟台

１４４４２３１

棟棟棟棟棟棟

設

複パ労飼の販販飼料
費計

式ソ務養損売売料

の制の

簿コ・部益網体

原多の経表

記ン財門・

に

・飼価様確常等

務と
握や把よ

生料把化立的
と日

管産、有握る

産生
門析な飼常

理部分利

る
帳よ
記に

の
録
記

業
作

、
画

計
営
経

に
等
表理

の
働
労

族
家制

常
日
る
よ

事

労る従

族た助

家主補

と原多の経

力事者

働従

よ・飼価様確常

記に務

や把

る生料把化立的

帳
営管産、有握

経産生握
門析な飼

計理部分利と

、
画

労組記

族負業

家制請作

業
作

備
整

のへの

働織録

者

担
分
別

業作備

作の整

人人
１２

担託

分委

別業

七
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常 経
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営酪専

体型農業 営

類 経
織農

組
］

第 号

月
十
三
日

金

戸
５

曜

日 哺ト

営飼経育時構
バミスト

牛牛養員

面養産成飼成

数数

計数頭戸

積頭
頭頭頭

そ
乾飼分ほ管堆スス曝

付草イうの

経作牧サと

面レも他
し

等草ジこ

営積採ーろ

）用

規
模

機成ミ育バ 飼そ稲自しト夏機 ミロ農家

乳ラ
ロク

ルルキラ

ードタミボタ

クカック

ーローキッー

ク
ラヘーサト

ーリダ牛ー

ンー舎

グ管

ボ理

ー用

理肥ララ気

）） ）ン）

舎事舎リリ槽

草料娩育
務ーー・

舎庫舎

スポ曝 所

トン気

アプポ ・ン ）

育プ ）成
用

キ牛カ

械牛ル成ン

） ）

設ン舎ー

生施舎
グサ 装

イ パ 備

ロ ー

産）ラ
ー）

料のわ家サ低期械

方

）

の行

収他ら配イ減間銀

、合レ
ジ共請

機麦飼ー公、

穫

場組

等、、牧負

械桿料

のの

種飼んへ織

耕粗で

託用

家資ん預活

農料ぷ

残等

の源粕

ルト計

キー用畜

さ稲）

ク

グュッ器

ンシラ量

シ

１１７

ー
ンダ
ゴッ

ワレ

式台台台式台

１１１１ １１１１１１１
理
管

台 棟棟棟棟基基式式

１１
棟

金

粗 労福市分応費の資
動繰

利 務利場析し）変
握分り 益 管厚情にた把

式

理生報よ計

１１１

棟棟棟基

営ソ務養損

パ労飼の 経

の

ン財門・ 管

コ・部益

とに

い、用

たら活

とわ
換ろコ

交もる

のうよ

肥

台台

１１１１
台こス

４

管
金
資
的

台台

粗 等、る画に析表

るに 収 人）動消的よ等

動出月よ 益 事の向費、

実収向荷別る －

、充の

益金

育集に販収資 直

教
、、対売接

理に務と原
受
の
生

修
研

握

のる生料把

よ・飼価
部分

営管産、 方

経産生

、
画門析 法計理

期がの用 業

定暇制雇 農
事な保立働

従的確確労

休で力

事

労る従

族た助

家主補

理

力事者

働従

七
九

保

やる確 態

日きの の入 者

休体 等期務

様長労

人人
１２



期一と地近

ずに短果農

た合的方しの年

貸ま見

本

場、っに、て分、

す

受化道

合借た借農、散

る流けやに

なり収り地

側を場動手地お

ど手益

が

北 海

回こ、り

大とり上側よ

そっの借も

経規ま、、
年のてより貸

営模た元
規以内推う手す

規層、
利模降訳移に側方

模へ
に用拡、をし、のが

別
み集大３みて賃双有

道 公 報

第
１ ３
農本事欲ら

ん意れ

効
地道業あ担 率
流にやるい 的
動お農担手 か
化い地いに つ
のて保手利 安
現は有へ用 定

第 号

平
成
十
三
年
四

のて

考の確合化農力い

進の低も

え理保なは家

づがん負下、

ら由しど

るしら考で担等農

れと

農労

。ていえい増が業

れも招地働

はこらるを

の

農やるのく利力

、と

、合上減

産、。の場用
問等

価地受もの少

物農

万るい貸方利

格価けあ

つヘとる借にと

る積に
れなク、。が理な

とさ

て

売てがタ賃増由っ

、

傾あい

買おるー貸加が

台が向るる

でり売ル借

規やで増に。こ

は、買

しや

ヘ模賃推加あ貸と

向、手、

ク拡貸移傾り

に、に売側売

タ大借し

ル進よ８あ買のり

ーが

状、合利集 的
と離理用積 な
課農化集さ 農
題や事積れ 業

規業して 経

模なてい 営

縮どきる を

小各て。 営

に種お む

伴のり 者

い農、 に

供地 対

給流年 す マ飼そ法フ自スへ

月
十
三
日

金

曜

日

伴

の格手る題に 農タス

さ希かしい

低ののほと
規指耕

等ら望、て、

迷

放

よる沿模摘作

になに

下な大れ棄

り低わ拡さ
賃いが

農をいやて地

、

加

を待動貸る増

地期流

入てもの傾

購し化借。

年るを理た

し購み増向

で移かと上由く

、んる

も

貸い動らと回とて

賃
借るはもっし
はい

で。農４にてて買

ヘ３移、手

は地万、推

い

ヘ動ク年し低が

５流

降い利な

ク化タ以て金

ー積ル、る情い

タ面ー

と下め

ル）台賃こ勢た

つ増借はで、

をにに貸

さ動３

境

る

れ化月 農

る施末 用

農策現 地

地を在 の

等講で 利

をじ、 用

、な農 の

農が用 集

地ら地 積

移、面 に

動認積 関

適定の す

正農９ る

リ用

ニ料の人リ給ラ利

ス料ー還

ュ生他経ー飼

営

ト

ス用体ト生ス元

ア産
プ作ー産

戸・内等

レ業５ルはア
完活

ダ等でミ部を

ッ機

た

）ンし

成キ結用

構ル

ー

トヤリ

用イラ

パ液

グ

ルリ

クベー

ッョロ

ラシ
４ー

をれにあ

て入ら加に

）

え結いが

対控、伴る

も

一

意調るトす

、、、

価

減。方

欲こ整また低る

動、、を、

あの活ため

い

担めを実農図担

るた

が、はや
い、は質作る

してし売貸、む

にい加

手る得

てみて買し売を

すあそ取代

２

、るおを

業引

農るるう効組農へ

た的生き

地本様し率み

経にな課か産継

は道々

化業割

営お農題つにぐ

目

あ者弱 標

どでる的

せどこ

っなが
良う能

後に、優こ機

今

発

こう業農しの

、伴農
地にの農揮

れ農者地た

の
そ
と

ー産

ラ生

ー肥

ま

草 ３

手

台台台

６１２
台台地

な受とが

手担じ的業こ

の手、規委が不

へいめ

へきし

農の農模託で足

成保大のるて

用育地拡

用る

の・有や取農い

地

理働み地地

円確合労組

な

なに化力をの域

滑保

足援団ど

利関事不支集

集るなのす化に

用す業

定っと

のい業の安とこ

は展服的てを

資てが克

も本

で、開にな最基

源

れけ業基と

あ気さ向農

な

とやて、経礎し

る象

域をなが

と立い地営的

に条とが営資ら

も地る

者で効

地件同主む源、

地にとにあ率

域も時体

休の地

で処新遊地や
の

社

道の投化遊域

本分規
加を懸化会

農増資が休
さ、も

のが手念はに

業

響

核込えれ農影

中見控
れ傾状生を

をまるる業
と力え

っる向況産与

担
き方強なのる

て一が 従雇

働た助時

労主補常

従事用

力る

積取ど解るお 事者

と換て

を組各消と交い

との高も分、

推み種、

事面

し併農齢に合当

進

流の農業受

てせ地者、

手

く、動農作等け

いて

の効やが

必地化地業）

がに策有率基な

要域施

高整が

あおを効を盤い

る極用め備、

るけ積利

優か

資域、な対る的
。

題てる良つ

源に課っす

定

もっも的農農安

でよ

に地を的

あて多確用地

。なな対の維な

る異様

用・業

地っも応利持農

おとての確経

形てのし

すを

にりない集保営

的

てこにる育

も、っく積

な
き域いと関と成

大地

厳って下ど

た、まっ低
る招重

和していを、

昭

な

桁農り。く要

一いお

題

代情農か問

世業、ば
な

農やのでと

の勢地り
て

者行給くっ

業先需な
る

リ不ャ環い

のきギ、

人人

５４２

者

タ安ッ境

人

八
〇

ど一業い

農的な、事近

を来

地推に層等将

用に
利す応コ推の

の進対の

すとす

。
用るすス進具

とこ重るもる

なごるが

、め

がにと要目にた

広

らあ及次に

り特かで標

、

有の、るび世は

を色

アがの全

イ等プ保。

。

に多

進ま大の

の高拡等

な中よ面

行る



機報割用成な

平 関を分ま権にい

成 ・共担たの資よ

十 団有を、設すう

三 体す明農定るに

年 がる確業等もす

四 、とに生をのる

北 海

な

なか画講担確

的計を

手とお

おつ的じ利い保

い権に地、

、安にて用

的営く設農域意

農定経

あ

経な改認定用全欲

業
営農善定等地体

道 公 報

公も促

は農遊い発とを

この社に進

、業休くこ

働がとた、、す

今労化
力懸がめ北利る

後

権め

年が念必、海用た

と土設の

程減さ要道道

度少れで

第

第

１ ４

農第で

る営の３

効

業２示

こを本

率

経です

と営道

的

営例こ

がむ農

か

基示れ

必者用

つ

盤すら

要に地

安

強るの

で対面

定 あす積

号

細業る

的の農す

体め保
も

用い持と

利かのと

な
をな、

計応的に

の対続

画

月 農とし産受で必

十 業も、法けあ要

三 者に一人るるが

日

合のる

の、体に場もあ

要なしにと。

意必と対
用、、

やなっ利はし

向
労農て

金

りの該外

働地取権当農

力流

曜

ん定用本

、動組設利資

機化

日

促をのる
械施で等権に

取業進利農担

基業に農

の営り者事用用い

盤経

のに

強の組制業集地手

つし有対

化育ん度に積

い推いて効し

を成での

進確く進てい利農

促・

を地

す保農等はく用用

地と図の

るに業が、と

に可域もる利

た効者不

の的、欠関に方用

め果

等置

ですてあし地定措

は良促を

、るいるて改

でこ、事進講

さ中る。

業る

に、と北業事ず

ら

ら道体や。

約今か海団
合地

万、、農連農

８後
ク地農会会保

ヘ農離業

地、の合

タの跡議等有

よ経
ル給等北関理

ー需

化 的

促う営

るるの

な こ農

進なが 農

事営地

と用パ

業

業農域

に地ー

経

の類の

かのセ

営

実型農

ん利ン

を

施ご用

が用ト

育 み程

にと地 成

関の利

、農度

・

す効用

第作と

確

る率に

２業す

保

基的占

に受る

す

っ展れ

が行発こ
例託。

業

優い図農

るてをら

あ
とい営

農こて経

良くっ
業

つ重た農

にがくが

地
あは産

てでに生

い要め

策いをのよ

、る、の

は

う定実

備のく行設る

装

的

状合とた等質

の組こ
や必、当な

況せがめが
業農営

ど実要農該経

な

配

地時あ生業支

農施で
及。法産、

流期る産生

その人地

化び人法農

動

係、向集
関れ構の取

に

係あ者効で積

措に関で

をび機るの率推を

置結

す滑

集つ関。話的進円

団合つるに

中け・しか

め

かい体い安こ進

的て

基的がて

つくがを定と

点め体本な必い

重た一

業でた

的にとと農要く

、って経あめ

にはなし

係化

施主て、営るに

実

利ャ意道機事

をギを海

あ業・等

用ッ欲農関業
体柱

積がる協団を

集プ
て大い組とと

し拡担同

へ中連た

い傾手合のし
を業

必に円央携農

く向
がりに、一経

要あ滑会

用海強基

あ、利北層営

本かめ
る優

る

的つる

示を

た

な安面

す含

め

事定積

るむ

に

項的の

よ。

必

な目

う）

要

農標

なの

な

業シ

効集

事

経ェ

率積

項

つすのを

か関営ア

的に

・す

定目成成

安る育達

部

域率当

地。効相
的標

安担

体つを

主か分

が的

たなう

っ的よ

な定う

と

構

を経業

理業農

管農な

連ぞ成経得

うを造

行営

るのがの招

すれ員営を
２

情役利育か

域に地農団

関地的農財
人

産のの捉保業法

生係

た合営北

基設徹え有経

し体支意の。は
盤定底

措あ成関

、的援欲育、

率つ置る・係

効か

す農のあ

や設北事へが

と道る地農る

自立道海

的運し農者流用。

主・

道化盤

か営て業を動地

強

、農積農すの

が良集
のて開と化

近地し業る

、
年

機あ特受

事のる係任業

性業関るに託

業特。農

ゆ織

そを改・取、組

、
た

なを確る
の踏良団組

来第に

業将とめ

農、保

経

まら地委る

の業か用す

動員たみの託事

こ活委

、

たを会、て受を業

の

な育を
め促や担、け受

き確す

、・立

ど成確

のか利

農地的の

付率地

海

利団安集

地集つ用

用

組化盤道

のがし取理基

備易話み法強農

整容た

に促開

はにしを人化業

るい進関進発

、な合推

第社

場なにすす法公

ほ

る。事４と

条どよるる
第る

の農合項条す

件、
成項

一地形２。

均用意

利

つには協対化の

化の

組と阻用

計向、同象の

的たれ合し害集

画けこ

研因を

に指ら中た要積

強域会修と図

経導地央

て上

改化のな活しる

営

係関等、で

善等関ど動

面

進図機係をほ、

をを

関施条工

める関機実場

他ま普体みと等
る。・

行あ育

農え及はをりが

、ンよっる成

業てセ、

業確

営そタりて農・

経

を層く経保

基のー一い

れ

の域は連必営さ

盤地

をが確る

強にじ携要の

をし、強あ立よ

化適め

。向、

促た市化るにう

生い地手け農
進事町し

もす産手域とて業

に進

う営

、る組が農な行経

の得農の

集と織不業り

とし維る作改

落と等足

織に連て持地業善

組も

実図

な、携いが域のを

難携施る

ど活しる困連

活域な型をた

を動た地

本停動や地法促め

基が

定積
と滞の農域人進に

善農な集

改、的が

用化
経に

業業業的

事作農団

い率をら

つ効営図

にの
、よ

は、みる

て化営れ

域地た推

地用まう

、農

携め

図用連定

が利やに

るをも農

れ積のる

ら集
農有

とめ、保

と進と地

に大地合

もる

八 、き流理

一

と業

地契化事

換な動化

・す件事

にと基を

等機

問主

定体団るのを

認団

と

業活と題体

農の体。

た

へを携指し

者動連が
盤

指援、さ基

の支し摘
備

・る域て整

導す地れ
業

援め階り事

支た段お

集
農北経意を

、、で、

を、そ、落

す業村、け

ぞ欲階

た主農れ意段

る

お

にと委れあに

め体業

て会機担け

必し員のる

に手農

な、、能いる

要

者

業点業応と業

事重農

か同たれの

に的協じそ

割補底

いつ組役を徹

つ

しし強用にす必
て効合

事な

たて化地お特る要

て農業農

地い等のい定

通有は業、業

権るを保

の用じ、、法農従

者農

保者

集地、利関人地事

者の有の

団利組用係）

の現の設合育

で用織の

る善活況合立理成

あ改

事び

農団性及意を化及

も進業確

用体化びの推

営す

にのは進
地にを将

る関う。

け用もる

お利
意

合改る

しのす

話係と
促る

よをあ

に等欲

い善
形る手

意すい

合進担

る

備法

るる整う

よな盤行

権か一は

地とを人

土こ

業海営欲推

、
利ら体、

産農導るす

生道指あ進

人会にい必

法業等担る

な分完し

、

の議従手要

得話

、的ど担した

は果
域実域よるし

地に地に
関責作い

ご施のり農合

利つ図来とすの保
とす

施促

用いるの、る実を

通区を進

改て。見地。
進る

団、し内促す

善は

をと対

成とに

体農等農 用

、、農

じに、

通もし

作効



重的ま策

な徹いがに施

。方視確たが

ど底る一

開

られ、さに、展

かさ
、てれ対近
で、れ

資い食る応年さ

金な料こ

北 海

３

取さこ携し

効な設む連

定域組れとしか

率認地

な

か農農みたや、し

的

営度が

つ業業が認経制

め農者のら

安者の求定

定制将

道 公 報

た財地をまて

エ農担っ
、

農ため団保明たは

新

に市そ

地にの法有確、

北理し町の

売農研人合

経そ海化、村指

買業修

等

第

れる

た者項さす

アイウ
地認る事

農は農に農の

地し売定持業

用、用対

を

等し等当買を分

地貸
を付を該等受

号

農業

平財業の

成団者範
十法な囲
三人ど内
年北本に
四

借い・とき認る

海道お

経農向

入状農かる定方

が・、営業に

等況業ら

にる

た見農農感者あ

の

基経が対こ

めら村業覚

か

条、本営求すと

のれ

着ら支ら

件地法をめる

捉にの実れ援、

と域」

いがと

えよ制にて策道

来ら業と普、
らっ定発

なのをれ者し及創

的度

進当

農推担て制て推設

は自に時

業進うい度の

営欲中、覚取、

経意る

高組援

のとで農をり支

力５者めん策

育能、業

き農

・の年がるでが

成

るりとた地

確あの誇こ

保

両段導
にプ農とが。流

農業者階・

事営の道事

営の業を連の助

業を他

等

よも事開実携農言

に

も保に

りう業発施の地

す社ると有努

買と公す

理る

入るは法実合め

い
がこす化も

れ者、人施

、

も人と

ま、れ市る法の

業事村のがす

た農ら町

た該

買け売農事け当

は

渡地に農農

いるり用業

生

れ業す等よ業業

入事
、このり生

い法法

ま以と価買産産

は目の入人人

た下を格
た対組

借農的一れにの

売すに農し合

り地と部

現、

け買る相用、員

受
て等信当地

月道農い

十農業て

三業を農

日

合

公て有

発っ保

開担地

はく理

社い

金

農の事

、者化

曜

地業を

用農業

日

れて等展る拡し

等経実

せさは

が本にさ。充て
関

で度いてれ、

ち制伴

の農くな係

あへ、いる

め、関

、取産たど機

り

団

度みのに認・

制組物

大格、農体

本に価は定

格者の

のき形価業と

来
動

旨差に・を協

趣な成

の経欲待化

向ロ業意期
持き策

た経営をで施

け

資

極者盤っると

積営基
育化経と金

的の強てこ
のら度

取成促営か制

な

集

み確法改、に

組・進

し

やの・係中

保」善関

る

域定展関て

地制発機

階す地。

、の業段と農
有

り術実のる保

借技を

けたす地合

受ま施農。

農経場有化

たはる保理

地方、理業

用営合合事

をを町法実

等法市化を

用地を）す

利実村人施

託す等物社

しに区とる

ま

当業のるを出員

、事

額業した

該」引金農資

用いけの経、は

農と受

基び主

地うを無営及株

）い子盤そに

等。行利
化現画

売、貸強の計

を

に

渡びけ促物的

り及付
該行法資分

し当を進出

の営施
交信う第に割

、
の

保のも

間盤る

中基す
図る

再をす

・化と

有強
を、
能め
機た
分る。

配

がが市需重議

用に
活次

原動し検

十生場給視・

ての

にて理向た討

分じ
一農育いこも

会の就手

活し方者成るのと

のと

め新

力、、及セなた、

にに・い
の地新びンど

いり体こ

主伴取団た

の
的創組とと

体
てのを新農

な推い用成

すには場支規村

ど進特

域

多る、、の援就地

、

域の場

く。担農提し農

し割に

行得と役合

て習

相人

、るて分あ

うす
的道相

効当化 かで談こ

率部は

、指的分、 法 の つは・

し

定９導かを経 人 結 安

伴 換託事
委第付譲

しの業条いて

ま託１与渡

、

、る指農国

円密にな・
発導業際

滑な接

におな

営の

進、連年展等経化

、げ
し掲

め地携度にに

経長層

を部一

定事
認る

）及

、達普

て通の

担就

低域規農タ、、規

か市い農

下社学外ー都

の会卒

育希

みの就ら以住手を

新の成望

な存農の下民

ら立者

ンる

ず自は規担農セす

手へタ者

、体減参い業

傾者育のーへ

散が少入

集念向は成関がの

居懸

と報

落さに増セ心核情

供てので
でれあ加ンが

メ手やない促は

のい地
、。農

リの農どく進、

益戸

ト足業公家

ッ不作
なの

期深受的数

ががの
割少

さ化手役減

待刻け
期高

る、新がや

れし、

設 果

と地参待齢

こ農規

う管 立 、 的年活つ担営

の定よ理 さ 道 な３動安

業に展的う能 れ 内 農月

い は 経開なな力 て で

業資 る 、 営農等農農・

通経構金 。 毎 と業を業

て産じ営造調

年 し生

育確力 法 、法てのを達

た育農成立の 人 ま人、

の急

度 、成業・す向 程

け極法速

る域をか向積

りは、的人な

こにとら

がい、５農に化進

とお

推等

でて認年業取の展

営組進の

きは定間経り

市業認改む中

る、農の

と時

う町者定善こ、

よ

認間画が代

支村や期計

変

し営定をの重の

援経
て改志満実要

図

月出を

３発進

年を推
てる

にし
に

農、も

定りと

認おと
の業

制達農

者通、

業本

る傾タ高な提

の中者

度

る状も向ーまり供

ある

市相

北況のに」っ、や

いい町談

海にのあとて

、うく村活

道あ、り

のる

階等

農。歳ま。方段動

、へにのを

村以た）向

開

はの社のあ関展

で上

談。機す

、中団相る係
と

会年人件関る

社高法

かの入さ化
活を北数・

、効やる題

ら有者れ問

後用齢域直

今利高地に

も困な携し

とが者連面

業にの法お

農難ど型て

営っけ、

経な受人り

法い、定の

のて皿特そ

指経確る上
人る地農進

就 ペ と針営保こ、 の ゆ

法進が業 ー り」のをと

で る策人め求条 ス あを

こらの 増 農定化、め件

経、取れれ整 加

業しの

いに て

営地組らて備 し

のを農るよ お

を域みの

優 、

成実推業中る り

育
し情進経で

てやし営、れ

点あに

い善向了績で化

援業た検る対

く支農し
が経し

セ者者と。応

。

れ改る

タ指現営得

ンの
いにれ

を・て善優

ー導
こけ経

心援る向た

中支
か新感

、動とた営

に活

推でが

係展らた覚

関を

を

関た策

にし援

進示支
勢的

今姿果

る組効

す取
のにに

後

八取基活

二

つ

針、つ

指きし

組づ用

体も

動含海が団と

」今

農々とに

をむ道年
加連地

難タ業増の、

困
行

もンいし携域

なー担

、

を域に法は

化地域業

域

極どけ）地

積なお人

年

にお雇育社

的にるの

農業人 １

い熟てが農た

観にた業経材 月

く度き

産の確

点応。生営の 現

、
らた、の法保

かじ在

関す経計備

機開、なを

団とののた

・る営画え

がもら成率

体とさ作効

後、
善

道制改

海も営

北と経

政のを

農度



及用１ 北
地び料 海

北の平受 道

海徴成託

方
開自

平 者 道収 拓治

成 開の年の 記法

十 拓事４名 念施

三 の務月称 館行

年 村を 告令

四 前次日 示

北 海

ろ定
ぐけ 業まさ

漁南・

番・第

権
い
号か号

道 公 報

業 地課置平

務漁定

３の
法 力に漁成

増別備業

」置の４

昭 進図え権年

域はい内月

和 地

年 、て容

省縦た日

第

力て平指地

地し
と１２

定 た増指成

年域 取進定

みた４月

組法し年

を昭。月日名

推和

日 進

号

どた卒

階なま学

段用規
者

け支市農

おの、就

に
受策村を

る援町

月 駐の財 第昭

十 車者団 ３和

三 場に法 号

日

し海

政平託北

年の委人

た道

令成
第
年。開

金

）月の

号４拓

曜

日
第１村

日 か

可部直部田

許茅木茅小

道

受南業南

を郡漁郡原

開

た部同部一

け茅協茅顯

拓

の字合字

者町組町

記

所直直

住木木

念 及
番番 び館

漁
律 別略覧る

法

地地 氏

図しに公

の、供業
第

とそすを

り図。む ） おのる営 号

面）こ 第

をと
項

道次 １

海、 第

北を 条

政と の

農の

、

る法成栖

す年平鷹

。律

３軽

第年遠
新

号月、

）
１

第寒

条阿

４、

第日得

め

体講営じ

入を経は

項

。支新

のる善、

制ず改

促ン就

をセに

備援た

整

者

、やた

しーし

進タ農

海 第
ら北 条

度業へ

制農

開 項
成道 １

平
に
月念 定
３記 規
年拓 の

館

の 北
で吉 、
ま り
日長 よ

名

に 道
間田 海

告

示

町

海の部

北場茅
漁南先

堀漁平か

事
知置地

道位
業成ら

を

に

流り 定

部お 規

営年月

通平

告

づ

対成 基

策

島

び月 渡

及４ 、

課年 き
け に

支付 区

係日 海

関４

定
規

の

業許 け

農で お

庁

事

次知

、道

り海

よ北

に

資改の

力
地
を
域堀

地
の

術

円及技

の普業

金良農
ー営

融タ経

なンや

滑セ

場が能

農ど理

やな管

通

開

スと向

ー心の

リ中力

１

村使
る夫 の
け 拓
お和

１
成査種

路イ平審ア

道号

の類技

交の
通規
に４類検

法定年種能

よ月、定

達め４
ま

る月日

也期
間日で

北 １２

道
海

平受所

公 成託

安 者在委 年の

員 ４名

会

業

興し 休

振可 る

月称地

ツ用

農中。

部た

北

地ク料

２

海

公の 道

園徴

方 所

網

の収

自
走

オの 在治
土

ー事

法
木

ト務

施
現

の委１

域
地也

進
増達

地

北

地平託 海

成し平受 道

た成託

方
道自

者 年。 民治
４年の の

月４名

法
森

１月称

施
活

け

の、向

業りに

事な上

期員

昭 地
在

所
２

活新

和り
、日日審

法能時

年技、査

び、

第定及型

律検間大

員
審場普

び大 第
及、 ）
査所通 号

教特

習、 条
告
示 日

第 財網
団走道

号

人潮
法市

公

北見
方安

化番 文

委

興１ 振地

員

キを

行

北協

業

ャ次

令
所

ンの 告

プ者

昭 札

示 幌道

場に

和
第 市

網の委 １

平託

年 中

号政 央走

令 区成し

土た 第 南
１年。 木

西月
号 条４

現

行

第 ６１
）

日 動令
か日 促

ら財 進

平団

昭
セ セ

成法

和
ン

人 タ年

ン年北 ー

３北海

政
告

月海道

令
示第

タ道森 第

日道林 １

ま民整

号
号） ー

幌
札

第での備

道

市

道

別
厚

民

厚
区

の

町
別

森

野
小

活

二 第
導海自 ２

指北普 の
査安け 項
審公、 ４

員道

） 号
次員引 １
を委ん 第

と委 イ
の会

八 お員 及

三

実 第
り長 び
施潮

海会

す 条

会

網
道

告

土
走

示

猪
長

所
所

業
現

木

業 丁日

目か 所ら 条

番平 第 告

地成 １

示項
に
月 定
３ 規

年 の

森公

の 北
で 、

ま り
日 よ

の
間活社

告

け進 １
お促 第
に動 条

示

定
用タ 規
使ン の

るセ 項
収 り
徴長 よ

の所 に
料ー

幌

事 北
の富 、

動

番

促

１
地

進

項
４

第
。 ３
る田 の

お 立
に 道

間 海

樹
茂

俣

第

道
務長 海

ー使
る ホ
け オ

に
者彦 の
の 民

次光 道
を

森



３
査提項

の審アイウエ

条

転

第の出技又住履運

３

票書免

４申書能は民歴
の許

項請類検第

第手定

し筆の

２続員条写自証

号審第

北 海

２

時場審幌
受札

管

平そ平格面

間所資方

午札北内

成の成
他

市道住

年の年前幌海に

５者５９

道 公 報

イ

平教平科

習教類学

教種
外習成習成指

指習以教

導

導指

指 員導の指

審員自導年導年員

第

平技平の成

技類そ平

種
能以技

検外能成能成他
の年 検 定の検

員自定年定年者６

号

期
イア

平教日技

成習能
十指検
三導定
年員員
四

に査１の写

審審

にに籍の

該等項本もし

るす定記

す関規を）

当

審た

の規るし

もるす載

あ査も

で則
６書

こ成請）

る平申の

を

月月時手警所
。年

と

か稲察

午曙部す

日日ら区本有

５条通者

木木後５交る

丁運あ

及時４部で

））

１免て

同で目転っ

びま
番許、

月

号験路

日１試道

月び

査資動員５員５及
技

格車審月審
査 者の査

証種日日能

の類大普指

二）員

交に型水自水導

をじ普）及の

付応、）
、受同格

受た通をび資
有

た習大け月を

け教
者指特る

６員６月

で導又場日す

資動員

格車審月審月

日 査 者の査

証種日日

の類大普水

二）か

交に型月自月）

をじ普）及ら

付応、）
、受同月

受た通をび同

け技
た能大け月

日 者検特る

で定又場日

月査査

十
三大

日

、
通

普
、

型

金

特
大

曜

普
、

日

則
規
会
員

委
安

公
家

国

自

札通

金課交

第
）
号
３
第

２運第

の幌法

）
日転

４

験第

試２

許の

間免条

当員は合る

号
２
第
項

場

の

教査ん）

該審け金者

けを日

指受）２

習を引
とる

資うけ

員よ受間

導
の
にも
証る合

者す場

格

当員は合金

る
係

技査ん）ま

該審け木）

検受）２の

能を引ので

員よ受間日

定けを日３

者す場

格とる

資うけ間

、
二

る
係の
にも
証る合

１１１１

条
３

）
引

ん
け

関識
に知

１通通通通

第 第
は
又

る
す

る定

す検

関能能

に技技

４

の
車
動
自

能 請の能審技 申査技
審

目定 法定項検 先方検査

の
車
動
自

等員

証の午
５お

祝 審平紙受平後な
時、

査日 成で付成

納期 をに
で送

受関 年付間年ま郵

北す４

数

転査手

運審査
審

オカ

い能

自つ技

録目料

記細

習知の

教の定

車て検

動

す

す関

関に

に施

所識実

自察教

に識

令知

法る

る

内

運車びの

の動及則

車

転のと

技運点容

転の採

い

にて

能能っ

技技な

能

北電審

観項

る事

する

関

市道審能 幌海話査技 札

検
定 手警

査員 稲察－

と 区本

て ５交－し 曙部

細必 条通

要 ４部
免線自 目転目 内な 丁運

る 海る月とに

けす

動 １

すよ

よ
う法 道こ
。。申

と律 条と日るる

す例

）は

る昭 第月請

者和

号か受 は
審法 第平付

、年 ）らけ
な 査律 ２成け

申第 条
に年い 請定５。

書部付

明一納

証のの
を

が
れ
前さ

請除
申免

発る
にあ

内で
以者
日る

の績

そ成論そ成論そ成

で式合で

の績文の績文

の格あの格あ

合で式合

基る筆基る筆基る

格あ

はと

準こ記準こ記準こ

。験、。

はと試はと試

、。験、

に に

ーりーりー

パよパよパ

成実格あ正
セ行セ行セ

じの績技基る誤

に同そ

の

い。合で試準こ式

つ

、。筆

て）格あ験はと

記

のの基るに

運方準こよ
行ー験

転法はとりパ試

うセに

免に、。

許準
ーのトり

試じパもンよ

を行セと以行

験て

番許

能 号験、技 １試

審試 課
習験 教）

転
運

方の
車

動 係自 査 所

るる７） すめ月号

法に

を規 と額日に
る 、こ）す に、月定 き

相の日 海
にで休 北れま

く 安
す曜除 公

当日を 道
面土の 員
額、日 委

る日

もこ
た、

れは
さき
行と

す
証
）を

のれ

八る

四

ト

ンうンうン 写
の
面

書

上

以の以の以

トもトも
、

のしのしの

上と上と

、のも

いうンし上う

、

と

。の以そ成の

うもト
しの合でし

以と上の績

会

能
技 等な

要
必

、、

下

及９ 数
北日前 手
の曜午

ら

収国か 条
道び時 料
海

通通
１１

し

例入民



北

道

６

道
海

路 問審

函交 い査

平 館通 合に

成 方法 わ関

十 面 せす

三 公昭 先る

年 安和 問

四 委 い

北 海

は
表表

発発
格格

合合
５

査 つ教に審
、

道 公 報

知自

関識
に知

習る
教す

必学す必教そ

第

技 指査習る 習審教す 教

技す 審
員目関能 導項に

査教車

号

自に

月 員年 合

十 会 わ道法

三 告律 せ函日 示第 は

館第 、
申方号 号 請面

第

先）

公金 に
す安条曜 る委 この

員２日

て了 て指い終 い習つ

と

識と知お 知員の後 の導

週 要１ 必ね てむ し識お

論そ成に
内 育以 教間 な

要科る要則の識動
そ成

内自教

な教知なの他車

習の習容動習

教習識教

なのに

の自教のと車所

車を能っ運関

技動習技
ういにる

のいて転す

能

）事す令

転。る関法

運

正そ成論

関に項るに

に

指運教技 審習の能る
の

員技の

導転習能
車を

し動習

と能自教 査

転。

要運う

必のい 細て

面格

動関に

自に） 目な

知
のる

車す
動関

技そ成

法
方

価
評

の
能

技
転識

運

。第 面格あ会４ 告項

示

第
び

及
イ

号
１

第

文 の績文の績、

３
の

条

あの格あ書 合で式合で
準こよ 基る筆基るに 格

本 はと試はとり 準こ記

人 、。験、。

にに

行セ知 －りー通 パよパ

。 トもトる ンうンす セ

績式合で式

成誤の績文

あ筆基る筆

での格あの

こ試はと試

る記準こ記
に

と験、。験

。に

う

行セ行

りーり

よパよ

能の績接基

もトも

うン

格あ験は

試合で試準 審

こよそ 査

の基るに、

験

。行ぞ

法はとりれ

方準

うれ

に、

方準
じパも

セ

法行セとー

てーのパ

接基る

もト、ン

うンし

に、。

験はと

試準こ

よ
のト
もン
うセ
行ー
りパ

第
項

４
第

、の
し上
と以

北た。札北

る

間所
時場

しの

上と上

以の以

午函

、

の

教平科成の成

学平そ平

教平

他

上と

の以の
習成習成指

イ
、、

しのし

と
教種

の成指習以

そ平習教類

導指外

平技平

以 等の以そト
成能成他

、
しの合上

と上の

アイア

種期
習能技類

類技教日技種
検外能

検指検能以技

能

１

合で
の績
そ成

定導定

の

の成査

イ平審

号
１

規

海

よ月、

に４類

定年種

市道し市道

前館海だ幌

１稲察

時石警、手警

９

部

ら町函の区本

か川察

曙 館 午

方の５交
４部 地 ５面ア条通 番 後

丁運 の 時本の

ま部
運、目転

免イ番許

転同１免

で

導年の年 指 指

月月

導年導年員５者５

員５員５及

審月審月び
技日日 査 査
日日能

大普指木木

）員及

型木自木導））

を資同

普）のび

、）二

、受格月

通
大けを

の年員導の 検

資動

年定年者６審員自
格車

５員５月査

月審月

日者の 査
日日証種

普水の類

）か付応

木自木）交に

を同受た

）らをじ

）二

た習

受月け教

け

審員自定

員員員定の検
車審

査査査資動員

審審

格

型型証種

大大者の査

普普交に型

、、の類大

、、をじ普

通通付応、

特特け技、

大大受た通

期

、、た能大

り

及

検間

能時

技、

、日日
海

及北

査所

審場

員び

定

験

許の１試

習函

教道

び

号
幌

館び札

函及課

課
許る免

免係転

転に運

運
試審許

八 験査試

五

る有日

の
次

、場

場は験

又場す

特

２

んの

け者）

は合る金

合
場

る
け

受
を間

）日

引

場で導

る日者指

ま教査

）該審

合金当員
よ

３導け

の指受

で習を
る
者す

格と

間資う

日員

定又

普普者検特

にも
証

審け

二二当員は

自自で
を引

けけ技査ん

、、該
けを

引引検受）

んん能

る

資うけ

員よ受

））定
にも

証る合

者す場

格と

査安

審公

員面

導方

指館

お員

と委

の会

次員

を委

実
で

所
場

す
施野

実
り長

の

の
車

動
自

る
係の

す
施 肇

。
る又

の
車

動
自
る

係



定る
検す

能関能

技に技

技車自察

北 海

４
の能審 後な申査技

午審

項 時、先方検査 ５お請

審

で送等員目 ま郵法定

よ館海話査

とに函北電

す

道 公 報

カ証の

で付成
祝 審審平紙受平

査日 審査成
納期 をに 査手

す４

受関 細数年付間年

のの海る月

けす 目料北
よる

一納道こ

第

３

運

査提項

審アイウエオ

歴転転

の出技又住履運

第票書免記

申書能は民
の許録

請類検

手定

筆の明

続員条写自証証

審第し

号

審館３

受函の
条

２
平資方第

成格面４
十管項
三内第
年に２
四

検運車び

能の動及 住号

転の

員技運点

定転の採

必に

て能能

し技技

と能

実格

動観

自る

なす

要関

るる市道審

技に同そ成

。申石警

は町函査 － 請川察
館－ 受

方 け

細 番 付面 地
の け本
内 な部
運目

。転線 い

免

う法

） 許

が例。

と律 部付条と日

す

）

る昭 免第月

者和 除
さ号か は

審法 る第平

、年 れ）ら

査律 者２成

申第 で条

あに年 請 る定５

きる７） す とめ月号 を

査１の写書

る

等項本もし

関規を）請

にに籍の申

す定記前

るす載
も内

則審た以

規るし日

査
書行

成請）発

平申のに

年さ

６

月所に

十を該

三有当

日

あで
での

者も
るる

すす

金

てる
っあ

曜

道と
、こ

日

準

能つじの績技基

路。

格あ験は

試い。合で試

のの基るに、

験て）

自運方準こよ

。行ー

動転法はとりパ
うセ

車免に、

の許準
てーのト

運試じパもン
し上

にを行セと以

転験
要うもト、の

必いうン

試
許
免

査 転
運

館
函審

課

規 と は額日に

法

場
験方

、を

れこ）す に こ、月定 き

証にで休 北 をれまる 、

る当日を 道

す相の日 海

面る日く 安

書す曜除 公

写面土の 員

の額、日 委

れ

北日前 手

しの曜午 会

員
委）

安の

公も

家た

国

通
交

第
）
号
３
第
則
規
会

第
法

成 号
２
第
項
４
第
２
の
条

以と上の績

な。の以そ

る
す

、

能下しの合で

技 及９ 数

関
に
習
教

等
識
知

１収国か 条
道び時 料
海

通例入民ら
技 指査習る 習審教す 教

１

条
３

員目関能 導項に

通通通通通

第１１１１ 第
は
又

る
す
関識
に知

１

そ知自つ教に

定
検
能
技

車て指い

の識動い習つ

習知員の

自教の導て

他
のにし識

車所識と知

動

な

にる要

転す必

運関て

必教
るに育

す令教

関法

要科る要則

技す必学す

内

教技な教知なの

能る
習の習容

習能教習識教

の

習技な

自教の自教のと

を能車を能っ

動習技動

う運うい

のいのいて

車
）に）事

転。転。る

運

に教車 審

関に関に項

に

す指運 審 動関習の 査 自

査 運知員技

のる導転

車

必 細 能て

技し

転識と能

法動

方自 目 価な

評要

の

定

車て検

動い能

自つ技

に施

所識実

習知の

教の
令知

法る

るす

す関

関に っ
な
と

容
内
の
則
教

に識

論そ成論そ

項
事
る

い
て

合

の績文の績文の

そ成

格あの格

合で式合で式

基る筆基る筆基

格あの

と試は

準こ記準こ記準

。験、。験、

はと試は

、

に に

ーり－りー

パよパよパ

成面格の正
セ行セ行セ

で試準績式

績接基成誤

るに、あ筆

あ験はでの

とりれこ試

こよそる記
よ

うれ。に

。行ぞと験

も

格あ技そ

とー行

のパり

こ試合 審 接基る能の

面

。の基

験はと験格

試準

方準 査

に、
よ
行ーに、

りパ法は

うセ方準
行セ

のトてー

もンじパ

成論そ成論そ成

法 と以

で

の績文の績文の績

そ

の格あ

合で式合で式合

基る筆基る

格あの格あ

こ記準こ記準こ

基る筆

。

はと試はと試はと

準
、。験、。験、
に に

ーりーりー

パよパよパ

式

る誤

あ正
セ行セ行セ

験
試

記

。筆

との

こ

八に 六

もト

ンうンうン

行
り

よ

と上

以の以の以

トもト
、、

のしのしの

上と上 と

そトの

、ンも

しセう し上うン

、

合上し

の以 上 等 そ成の以

、のもト

うン

、

合でしの

の績と

の以

トもトもト

ンうン

しの

上と上と上

以の以

し
と

の
も

う

、、

のしの

、



イ

平 教種

成 そ平習教類

十 の成指習以教平

三 導指外習成 他

年 の年員導の指

四 者６審員自導年

北 海

以技平技平技平

技類
種

検外能成能成能成

能

検 検 定の検

員自定年定年定年

道 公 報

１

技

成査種期

平審アイア

の類技教日

４類検指検

年種能習能

期員員員

月、定導定

日日審審審

第

１ 北

道号

６

海

イ 道

の
路 問審

旭

規
交 い査

川

定
通 合に

方

に
法 わ関

面 せす

よ 公

り
昭 先る

安

、
和 問

委 い

号

は
表表

発発
格格

合合
５

査
審

、

月 月査資動員５

十 格車審月

三 日者の査

日 証種日

水の類大

か付応、）

）交に型月

らをじ普

金

月け教）

同受た通

曜 た習を

日者指受

日 で導け

審月

資動員５員５員６
査１

格車審月審月
査 者の査

証種日日日

の類大大普
二）

交に型水特木自金

じ普け）

付応、）、）

技）引受

受た通んを

を
検受をる

た能を）け

け

、査査査
で定け受場

者

時

普

び、、

及型型

間大大
大大

北、、

所通通

場普

川普普

旭、、

道特特

海
方自自

技 員

能
年 合

会 わ道

検
法
告律 せ旭定 示第 は

川員 第 、

審 申方

査 号 号 請面

第

先及 ）
公 にび

す教 安

る習 条
委 こ指 の

員

ね
む

お
お

後
了

終

と導 ２

当員る 成に
内

以
間

週
１

を

ま教査合

）該審場

金

員よ

３導け

の指受

で習
証る
者す
格と

間資う

日

当員るけ合

る
係の
にも

を合

技査合場

該審場る

と
資う
員よ
定け
検受

能
る
係の
にも
証る
者す
格

ん

安けけ

公、、

面二二

員
委
会））

員引引

委ん

。員 第

須
井

長
会

審 ４ 告査 項

示

お 及
と イ
の 号
次 １
を 第

実 第
り び
施

で文 績、

。 ３
る の
す 条

。本 とり こよ るに あ書

車
動
自

。
る
す
知
通
に
人

の
証関ま

付成と
す 審平紙受平で
す

査る 成で
納期 を法

す４。

受律 年付間年る

の
車
動
自

北

審査

１審

アイウエオカ

転転査手

技項住履運運

票書免記細数

能又民歴

孝

定第の許録目料

検は

２３

誠

審川３査提

受旭の審
条

格面４申書

資方第の出

札北内第手

る管項請類

第
項

４
第

。

時場

科成の成

学平そ平
間所

午旭北た 他 指け 習成習成

教平教平

よ昭 海る月

う和 道こ
条と日 と
す年 例。

）

る法 第月

者律

）ら

は第 号か

、
第５

に 申条１） 査２月号 審
を定規 請に日

写自証証のの 員

部付

審条し筆の明一納

査第の写書

等１本もしが

を）請除

に項籍の申免
れ

す規記前さ

関に
る定載

則るた以者

規すし日る

審も内で

成申）発る

平査のにあ

に

市道住号

幌海に２続

本有当

稲察を該

手警所
者

５運るる

曙部すす

区
許ああ

４免でで

条転者
と

１験てこ

目試っる

丁
番課、

道し

導年の年前川海だ

時近警、

員５者５９市
か文察１

及月月

び
技日日ら町旭の
川 能午
目面ア

指木木後丁方の
本の

導））５

員及時

部 のびま
月地転同

資同で番運、

の免イ

格
を

指 指

審月

員５員５

導年導年

審月
査 査
日日

大普

け）

、）二）

特火自水

すめ火定

）け

引受

んを

で休 と額まる るる）す

、こ日を に、の日 きを

、日 海
に日く 北れ曜除

道
相

八

公
当土の

七

及９ 委
る日前 安
す曜午

き

６請行と

面び時 員
額

こ

家た、

国れは

年書さ

員証

委）を

安のれ

公も

３の

第面

則書

規る

会す

交

号幌路

１札道。

号写

許第

免法

転通

運
試

の

第
項

４
第

２

場の

験条

有日５許

す課

者）川び

る金旭及
許る

日免係

２転に

の運
の
次

、
場は

験査
試審

間

会

合
場
る
け合

受場

をる

の午 数
北民ら 手
の国か

時

収日５ 条
道祝後 料
海

１１

３
第

）
。し

例入に 通通通通通

条１１１１ 第
は
又
号

２

第通 す
施
実

で
所

場



技 指査習る 習審教す 教

教車 審
員目関能 導項に

査

北 海

自つ技自に

道 公 報

定る
検す

能関識

技に知

自察教

第

４

能 の能審技に技 査技
審

法定項検す 方検査能関

査技車 電審
等員目定る

話

号

な申

平お請
成、先
十郵

三送

年に旭北
四

導転
指運 審習の よ川海

要
必 細て

し
と能 査員技

動関
あ技そ成

動
自 目な

のる

車て検車す

動い能

転識

習知の運知

教の定

の

関に能

に施技

所識実
知方

法る価

るす評

す関

成論そ成面格

に識法

令

採内

車びの

動及則

論そ

技技な

転のと

運点容

の

事

する

関い

にて

能能っ

成実格あ正そ成

観項

る

検運 審能の

そ

定転
と能 査 －員技
て

－し

細必
な

、要

目自
動

線技に同

内
月る市道

十申近警

三請文察

日

川

は町旭

受

本

付目面

け丁方

け

金部 な
い番運

曜

の免

。地転

日

試合で 審 る能の績

５許

査

。の基る

と験格あ

こ

に、。

法はと

方準こ

方準
ト
うン

法行セ
てー
じパ

準

文の績文の績接基

も

あ験は

式合で式合で試

筆基るに、

の格あの格

筆基る

記準こ記準こよ
行ー

試はと試はとりパ
うセ

験、。験、。

に に

りーのト

よパよパもン
し上

行セ行セと以

りー
もトもト、の

うンうン

合で

の績技基る誤の績

との格あ

合で試準こ式

に、。筆基る

格あ験は

記準こ

基る
準こよ

験、。

はとりパ試はと

、。行ー
うセに

ーのトりー

パもンよパ

ンし上うン

セと以行セ

審能つじ
ト、のもト

試い。
のの

、験て）

自運方 査

の許準

車免に

動転法 ）

にを行

転験て

運試じ

方

川
旭

課

要うも

必いう

法

等の以

場
験
試
許
免
転

運

１

、
しの
と上

教日技

査種期

審アイア

検指検

種能習能

の類技

以の以そ成

、定導定

類

の合で

と上と上の績

の

１

、、

しのし

北

道号 海

イ平 道

の成

路 審

釧交 査

規 路通 に

定年 方

に４

法 関

面 す

よ月 公

の績と上

以そ成の以

る
問

５６

、

の合でしの

上

表わ

発発合

格格い

合合

と 等な。の

、先
はせ

表 習る
教す

、

能下し

技以

審審

期員員員

関識
に知

時
、査査査

日審
普

び、、

及型型

間大大
大大

北、、

所通通

場普

昭

釧、、

道特特

海

り 安和 問

、日 委 い

技 員

能
年 合

会 わ道

検
法
告律 せ釧定 示第 は

路員 第 、

審 申方

査 号 号 請面

第

先及 ）

公 にび

す教 安

る習 条

委

い終 い習つ査 つ教に審

知員の後 の導て了 て指

ね てむ し識お 識と知お

自

育以 教間 な週 要１ 必

則の識動

学す必教そ知

教

教知なの他車

科る要
の習容動習

習識教内自

技なのに

自教のと車所

転す

車を能っ運関

動習

関法

運ういにる

のいて
るに

に）事す令

転。る

な

能る要

技す必

関に項

の習

習能教

教技
い

車を能

動習技

自教の

普 関に
に）
転。

運う
の

、、

面二二

方自自

路普

員引引

委んん

安けけ

公

指 の

佐
西

長
員

委
会））

こ

員

。員 第

と導 ２

会

審 ４ 告査 項

示

お 及
と イ

の 号
次 １

を 第
実 第
り び
施

、 そ成論そ成に
内

す 条

で式合で文 の績文の績
基るに 格あの格あ書 合

り 準こ記準こよ 基る筆

。験、。本 はと試はと

人 、

にに

行セ知 －りー通 パよパ

誤の績文

正そ成論

す セ

る筆

の格あの

式合で式

試はと試

記準こ記

筆基

に

験、。験

に

の

行セ行

りーり

よパよ

はで

試準績

接基成

面格
りれこ

よそる

に、あ

験
行ぞと 八うれ。 八も

。 ３
る の

求
古

とー
のパ

もトる ンうン

第
項

４
第

しの

上と上

以の以。 ト

以の

もトも

うンう

、

の

セ

、、

しのし

と上と

の

合上
の以
そト

、ン
し



エオカ証

審審平紙

平 査 運運審査成で

成 納 を 転転査手

十 受 免記細数年付

三 け 許録目料北す

年 よ 証証のの海る

四 の明一納道こ

北 海

３
査提項

釧の審アイウ

条
方第の出技又住履

路３

票書

面４申書能は民歴
の

管項請類検第

内第手定
第し筆

に２続員条写自

住号審

道 公 報

２

成
平格

間所資

時場審
受

午釧北た札北

し市道

年前路海だ幌海

５９市道

第

イ
平習教類平学平そ

教種

他

成指習以成科成の

指 導指外

５者

年員導の年導年の

６審員自５員

号

他

能以成の

技類平そ

種
検外

う 員自７者

定の年の

月 と 写書部付条と

十 す しが例。

三 る 申免第

日 者 請除
れ）
は 前さ号
、

査 以者２ 審 日る第

金

請 にあに 申 内で条

曜

す 行とめ を 発る定

日

所に査１の

る さきる

にに籍の

を該等項本も

定記

すす関規を）

有当

るし

者もるす載

るるす
査も

あで則審た

での規

っあ
、こ成請）

てる平申の

、手警

路。年

道と６書

か楽察１稲察

月時大警

曙部

日ら毛釧の区本

午北路
ア条通

木後１方の５交

時目本の４部

）５丁面

丁運

及

部 びま

同１免

同で番運、目転

号免イ番許

月８転

号験

日許の１試

課

月査資動月及月
び 格車
証種能

日者の日技日

に）導）

水の類木指木

らをじの

か付応員

）交
習を

月け教格

同受た資

た
で導す

日者指有

種
者の日

格車５

資動月

証
をじ

付応
交に）

の類木

で定
者検

た能
け技

受た

こ、 き た、を と れは額
北 ）をれ 、 のれこ に も

す 公

る当 道

す相 海

証に

写面 員

の額 委

面る 安

書

公

通家

交国

北 手

しの 会

委

第安

法
４第

第則

２規

の会

条員

に課

号第

２）

第号

項３

の運る幌

）路係札

金釧
は免

日免査転

２転審運

の験

験次試

試、許

間許

当員る

施
実
で
所
場場

場

習を

ま教査

）該審者

金
日員よ

３導け

の指受

で

も
証る
者す
格と

間資う

技査
該審

当員

る
係の
に

資う
員よ
定け

検受
能を

係の
にも
証る
者す
格と

１１１収 条
道 料
海 数

る

通通通例入

１

は条

又３

員
導
指
習
教

１通通通

第第１１

定る
検す
能関識

技に知

す
能関能

技に技

。
る
す

４

の
車
動
自

定る
検

お請の能審 な申査技
審

目 郵法定項 、先方検査

の
車
動
自

送等員

日 付成５
祝 受平後

の午
時 に 期

査 自に審

４で
関 間年ま

転識
運知
のる
車す
動関

自つ技

法
方
価

評
の
能
技

定

の車て検

則動い能

教

所識実

容習知の

内教の

てす関

っ関に

なに施

と

識

事令知

る法る

いるす

能の動及

技車自察

項に

運点

定転の採

検運車び
能

し技技

と能転の

員技
自る

なす

要関

必に

て能

海話査

に釧北電審

動観

る市道審

よ路
申大警

は毛釧査 － 請楽察

け１方－ 受北路

細 付丁面

け目本
部内 な

と
す

。８転線 い番運目

す
る 月
法
。
律 日る

か
和 ）

昭 月
律 成

法 平
年 ら

第
年
５

準こ

績接基る

成面格あ

るに、。

あ験はと

で試

こよ

。行ー

とりパ

八 うセ九

そ成論そ

と以
のト
もン

績文の績文の

正そ成論

式合で式合で式合

誤の

筆基

の格あの格あの格

準こ記準

筆基る筆基る

と試はと試は

記準こ記

験、。験、。験、

試は

に に に

りーりー

よパよパよパ

格あ

行セ行セ行セ

りー

績技基る

技に同そ成実

。合で試準こ

能つじの

験て）格あ験はと

試い
のの基るに、。

自運方準こよ

。行ー

動転法はとりパ
うセ

車免に、

の許準
てーのト

運試じパもン

にを行セと以

転験

号免
免

査 転
運

路
釧審

課
許） ７）

月号

法

場
験方 試

許

規
日に

の日
で休

まる
）す
月定

土の
、日
日く

曜除
日を

合で
の績
そ成

、の
し上

もトもト

うンうンうン
と上

の以の以の以

もト
しのしのしの

と上と上

の

必いうンし上

、、、

。の以そ成

要うもト、

の合で

技以と上の績

な ９
日前
曜午

等

、

能下し

民ら
国か

び時
及



１１ 北

道号 海

イ平審 道

の成査種

路
北

の類

交
規 見通
定年種 方

に４類

法
面

よ月、 公

期

昭
り 安和
、日日 委

北 海

格格い査

合合問審

５６
せす

表表わ関

発発合に

査い

審問

、先る

は

道 公 報

教に

関識
に知

習る
教す

教そ知自つ

第

技す必学す必

能
技

る
す

車

号

審教 平査習 成項に 十目関 三
年教 四

技、 員

能時

年
会

検間

法
告

定及

律
示

員び

第
第

審場 ７

査所 号 号

び海 第
及北 ）
教道

合

導方 ２
指見 の
習北 条

了わ

終

道

後せ北 おは

見

む申

お、

方

ね請面 １先

公

間す

週に

安

以る委 内こ

員
則の識動い習つ

成にと

教の導て

の他車て指い
と知

容動習知員の

内自

て

なのにし識

と車所識

にる要

て転す必

っ運関

育

事す令教

る関法な

い
そ成論そ成論そ

項るに

知な

の能る要科る要

正

能教習識教

運教技な教

技の習の習

転習

動習技

能自教の自教の
い

車を能車を能

動習技
。転。

運う運う

のいの

の

関に関に

に）に）

転

習
そ成面格

月指 審

十導 三員 日

要
必 細て

し
と 査

金

自 目な

曜動

日

査安 項
審公 ４
員面 第 技

イ
の会 号
次員 １
を委 第

実 第
り長 び
お員 及
と委

施藤

、。

。 ３
る原 の
す 条

会

文 績

告

あ書 で

示

に
人 。本 とり こよ るに

文の績文の

。
る
す
知
通

合で式合で式合

誤の績

基

の格あの格あの格

式

こ記準

筆基る筆基る筆

試はと試は

記準こ記準

、。験、。験、

試はと

験

に に に

り－りー

よパよパよパ
うン

行セ行セ行セ

りー
もトもトもト

うンうン

合で試準績

の績接基成

基るに、あ

格あ験はで

はとりれこ

準こよそる

うれ。

、。行ぞと

パも
ン

ンしセ

セとー

ーのパ

法
方 査

の
験

試 審能
ト、

第

も
う

法行
て
じ

方準
に

２３

第

裕 項
４

審見３査提

受北の審
条

格面４申書

資方第の出

札北内第手

る管項請類

。

時場

科成の成

学平そ平
間所

午北北た 他

上と上

の以の以の以
指

、

しのしのしの

と上と

イ
、、

教平教平

平習教類

教種
指外習成習成

成指習以

導

ア
の合上

上の以

以そト

平技平の

能技類そ

技種
外能成能成他

検能以技

、
し
と 等の

定検

検指
能習
技教日
期

アイ

道住号

幌海に２続

定導

当

稲察を該

手警所に

市
運るる

曙部すす

区本有
で

４免での

条転者も

５
験てる

目試っあ

丁許あ

番課、こ

１

道し

導年の年前見海だ

時大警、

員５者５９市
か正察１

及月月

び

北の 技日日ら

見 番 能午
５面ア 地 指木木後方の

１ 員及時本の の 導））

同

資同で交、

のびま部
課イ

格月通

を

指 年員導の指

員５

６審員自導年導年

審月審月

月査資動員５

格車

査 日者の査

証種日日

水の類大普
）二）

）交に型金自金
を

らをじ普）

か付応、

け

月け教、受

同受た通

た習大

の 検 員定の検

員５

審員自定年定年者

車審月審月

査資動員５

格

査 者の査

証種日日

の類大普

、）二）

交に型金自金

受た通を

をじ普）

付応

員員

た能大け

け技、受

査査
審審

通通
普普
、、

型型
大大

道と

、、
特特
大大

、、

転通

運交

号幌路。

１札
許第

免法

試

の

第
項

４
第

２

場の

験条

有日北

す見

者）転び

る金運及
験る

日試係

２許に

の免

特る

の
次

、
は

査
場審

間

で導又場

日者指
ん

）該審け

金当員は合

指受）

で習を引

ま教査
け

日員よ受

３導けを

の

合

者す場

格とる

間資う

又場

者検特る

にも
証る

ん

該審け

当員は合

で定
けを

検受）

能を引

技査
格とる

資うけ

員よ受

定

普普

にも
証る合

者す場

んん
けけ
、、
二二

自自
））
引引

九
〇

第
は
又

号
２

自
る

係の

す
施
実

で
所

場

の
車

動
自
る
係の

の
車

動



技に知平 能関識成 検す十 定る三
年 自察教四

北 海

査能関能 能審技に技 技
審

員目定る 定項検す 検
査技車

道 公 報

４
の

祝 平後な申査

の午審

時、先方

日 成５お請

に
す ４で送等

関 年ま郵法

見海話

る 月とに北北電

すよ

第

エオカ証

審査成で付

審審平紙受
納期

査 運運

を 転転査手

北す

受 免記細数年付間

証のの海る

け 許録目料

の明一納道こ

よ 証

号

民歴

技又住履

項
アイウ

の

検第票書

能は
定

及則 審第し筆

員条写自

動月 車びの十 の採内三 運点容日

て

能能っ

技技な

転のと

関い

に

金

る事

する

曜 観項

日

運 審能の

実格あ正そ成

て
し

と能 査員技
定転

検

同そ成

動
自 目な

要
必 細

法

技に

律 日るる市道

。申大警
北－ 昭 月請正察

和 ）は

見 か受番－

年 らけ方 地

法 平付面 の
１ 律 成け本

な部内 第
年い交線 ５。通

号 月課

）

写書部付条と

う

－ ７北

す しが例。

と
る 申免第
者 請除
れ）
は 前さ号
、

で条 査 以者２ 審 日る第
を 発る定 請 にあに 申 内

１の

る さきる す 行とめ

査

を）

にに籍の

等項本も

るし

るす載

す定記

関規
査も

則審た

規

績

年
６書

成請）

平申の

準こ式合で

技基る誤の
筆基る

験はとの格あ

試

記準こ

に、。

よ
行ー験、。

りパ試はと

うセに
行セ

のトりー

もンよパ

、のもト

し上うン

と以

い。合で 審能つじの績

のの基る

験て）格あ

試
転法はと

自運方準こ 査

車免に、。

動

方の許準
行セ

転験てー

運試じパ

うもト

必いうン

法にを

日見 に

要

規運

ま許 る
）免 す

月転） 定
除
日場 を
の験 日
で試 休

前
曜午
土の
、日
日く
曜

、 き た、を と れは額

日

）をれ 、 のれこ に もこ

公

る当 道

す相 海

証に 北
面 員

の額 委

面る 安

書す

安
公

家
国

北 手

しの 会

写

第
）
号
３
第
則
規
会
員
委

しの

の績と上

そ成の以

格い

合合問

５６

、

合で

先
はせ

表表わ

発発合

格

技以と上 等な。の以

、

知
習る
教す

、

能下しの

ら
国か
び時
及９

関識
に 項に技

査習る

審教す

民

１収 条
道 料
海 数

目関能

通通通例入

１１ １１１

条
３

員
導
指
習
教

つ査 教に審

１通通通

第

員の後 導て了 指い終 習
必ね てむ し識お と知お

自つ

育以 教間 な週 要１

則の識動い

す必教そ知

教の

知なの他車て

る要
の習容動習知

識教内自

技なのに

教のと車所識

いて転す

を能っ運関

習

す令

。る関法

ういにる

技す必学
に項るに

）事

教 審習の能る要科

教車
転習能教習

指運教技な

員技の習

導

習技動

と能自教の自 査

いの 細て車を能車

し動

な転。転

要運う運

必の

審

動関に関

自に）に 目

検車す

能動関査 技自に
技

実転識

の運知

定のる
方

る価

す評

関の

に能

施

の
車て
動い
自つ

識法

知

法
る
す
関

に
所識
習知
教

の績、 論そ成に
内 に

令

に の格あ書 式合で文 文
はとり 記準こよ 筆基る

験、。本 試

九 人 に一 に

成

す 行セ知 りー通 よパ

の績文の績

正そ成論そ
の格あ

式合で式合で

誤

こ

筆基る筆基る

の格あ
はと試はと

記準こ記準

験、。験、。

試

に に

行セ

りーり－

よパよパ

基成

技そ成面格の

行セ

合で試準績 審能の績接
に、あ

験格あ験はで

試
方準こよそる 査

の基る
。行ぞと

法はとりれこ

うれ。

に、

方準
じパも

あ

法行セとー

てーのパ

の績接基る

論そ成面格
験はと

式合で試準こ

文
筆基るに、。

の格あ

記準こよ

験、。行ー

試はとりパ
うセ に

と以

りーのト

よパもン

合で

文の績

論そ成

行セ

記準こ

筆基る

の格あ

式
験、。

試はと

に

トる うン

行セ
りー

よパ

ン

、
しの

と上
の以。 も

以の以

もトもト

うンう
、

しのしの

と上と上

の ト

もト、ン

うンしセ

、

合上

と上の以 等の以そ

ト、の

うンし上

、
しの で

と上の績

の以そ成

も

の以
もト

うン

、
しの合

、
しの
と上



第

る

３４

条の第

。 条 審 例条と条
第の会条

第例す例条査

第る

次に例 。 条
に条条に諮第

よ第第次問

項２たの

り２３のし条

開項

北 海

２ 第 を

９ 第加

条 条 え第

示見第

条る三開開意例

を。者条示

第に例請請書

対第求求の条

年に提第 条す

る先項

とる条月係出２

し意第日

道 公 報

２ 第

の事

告

８ 北）第

と条案 条

一条案す例移

海の８事

通

情部を移条る第送

道
報を次送例。
の書

公次の通第条知

開のよ知
の第よ

条よう書条２に

うに）

第

お成北程

海と平

北の
次

海

道
情り

月報

公め４情

報定年道
公

開る
条。
例日開

号

査
審

平に
成関
十す

三る

年問

四

をのの

示のの条旨２

い

知

す面面加通通

を書書

、、る）は

るははえ知

び記記別

及別別。、

旨

第

そ第第記

の９
理号号

の式

と式式様

由様様号

び規

、見１公及に
すの

提に書提定

第書項文

定記期る

条出規に出す

さ施

第機す録限実

をの
会る

と付施て関

条の実れ機

、等関る定

し与機いが

９手定該る

第のが当め

第項も

のに改２５る

例

と

行正る２にの

施改め

関るのいす

にす。項お
用 る面準。 す。書てる

記同 海別る 島、す 渡は

例

の条

業８第 漁第条 区

施 公渡
行の 島に施

海
すに

関行

区る関

漁

島る

渡す
業海渡渡
調

漁海海

区島島

整業区区

月合

十わ

三せ

日

先
請

申
、

は

金

す
に

曜

こ
る

日

査

。文示審

る公開の

と

係問

開に諮

の定会

書決

る知書

係通知

にる通

示

行

照より

見によ

意書に

条続め第事

書もう

会る

、

第事者は

を）る三項

項に
る各

と、す項

条は関前

第と報に

、の情号

し次

容る

条り内め

８おの定

号２

にるの

次すも

のと

員

そ書 委式の 整様項 調

別 程

の、 規

１は 会

の面

案記

事
送８ 成

移第 平

通号

書式 ６

知様 年
委

整業業

調漁漁

員委調調

告会

会

規員員

会委委

員整整

部の

一長程

の会規

程会

す改

正田を

改部

を西一

るすと

よとの

にのも

。

の関お

３４５

。

もるす

当送びる

移移担移及け

次。の

を事を当担 送送

１２ 第
条、

１か

のほ

又

年第

文 ２送 は の公移 条

の

る２ 日

よの １

にそ 月

程美る

規す

る勝正

公も を規
記そ

別

別
第の るの記
８１ 条公条開第
号 例文例示８
様 第書第通号
式 知様 の
条開条書式

第

の
各 条

げ

か例掲

者条に

三号

第

る

ら第

け実部

をし務受該当 の

機等

実等た施課 し

た局

日関機に

機施関 た施実
施
実

１書を 内

話話

電電

関
機

理 規名

月のた の 項容し

、
示り

開よ
日に称由 定

っお
あと

のの
求次

請

案
事

様 移

島
渡

送

３通３次８

の示のを第

１書２よ関

第知第の条

決改

ののに）

号号う係

しし。

ををる

定定め

決
きき

とと

たた

応

申３に

議の分

異条区
に当

を定、

て規じ

立の
るて号

すい各

下お該

却

年

等すめ

合用定

場準に

月

部

事
たり

日））

線線

内内

し
つ送
に移

書を
文案

公
通
海、
北で

、の
てた
い

区
海

報し
情知
道

通

調
業
漁

知

員
委
整

書

記記

別別

月
第年長
会

会

第第

第異

のの

式式

様様

号号

るる
異て

の立

者申

三議

）第書

知例知

通条通

の

に
項の
３も

第る
条よ

九のと

二

ま

）
課

よ
に。
定る

規す

に

号日印

例
条。
開す
公

書

に文

て公

立る

申係

議

次
、

は
面

書
る

係



の議課

３４５

平 移移担移会等成 送当送議十 を事を長 送

三

をし務受に年 た局けお四

北 海

は の公移 た又 し１２ 送

容し 通書を 内 、

文 で送

知

道 公 報

第
項

５
年第

２
の

条

第

の
そ

注

２

開りな

件な明

本に不
と

求。、

請すは

示ま点

号

実等たけ し

備
６

月 施北る十 機海担 た

三 日関道当日

議
道

海
北

金

話事話

電会電

曜

局
務

日

。称由 す

理 ま名

した の

示用
開準

日て
い

お
月に

渡あ条
の同

様求る
請す

担

区公項

海た１

島っ第

つ当

に

事
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案

送問

移お
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送
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考
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漁
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こ４
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記
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６
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書

開
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書
文
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様
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移問を

、お式
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けせ。

受わる

を合え

送
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開を
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月示示お

開
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日がるし
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まにので
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に
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お
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漁
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書
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月
第年長
会
会 に

長
議
会
議。

道い
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お
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示業

開工

て本

い日
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又反
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思

北 海

名先書

絡

氏連年文
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道 公 報

調所

業
漁住

区
海

島
渡

第

備
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別

号
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平意 成担 十当 見 三事 書 年の務 四

有
る

す無
対有

にの

容

定

月

他け

の付

名 そ日

人

の 法

あ

にの

体会

団照

ので称

整

て電た

っっ

あ

員人

委法

公

会そ 文

会の 書長他

のの

開

体

様団

示

に 決あ 定っ

に

考

て

局 月等 提 十） 出 三先 日

〒

金

－話
電

曜

日

名号つ

、番に

は話件

無

表の

代次

び、

及て

称い

）答

名回

氏り

のお

者と

は

し

係

、 る

事 意務

見

又
所

書

地
在

月所
の
所

年業
事
は

）

格
規
業
工
本
日

す停で１ を行の

）
線
内

とな了

こが御公 る止、

たのか

。
す
ま

がさ承

文

開算

文おの起

公とこら

開文決て

の公示し
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年

第
記
別

式
様
号

て 意２なし
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）
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く書

は２だ

欄、く

のお

名

まかさ

の きなだ

でれ
き

、と称 がた。

すっい

る
す

施
実

を
示は

開

示書定
内

月求開不以

請のに日

定あ、

つ決がに

に示服
し場海

付てをる北

日い
のは知

の北た合道

け、

渡情、こに

道で、事

海

島報通の対

関
条
９
第

公

）
係

開
の

書
文

様

定
決

示

。 開支該欄い

、のさ 見

る さが

す、 示障

当で
を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で
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印○ と由○

あ さ
が
示障

開支
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で
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日
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情
てる

立す
申関
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れ開
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及
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不

業例す定政

漁条ま決
あ服

調第。が

整

法

員に第た査
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基

会す項とに
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情規知づ

長るのを

がにた異
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書
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通
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工
本
日第年
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３

、
。は
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４



た１ し
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成 で
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三

書

通

年 知

四 し

北 海

第
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条
開

公
報

情

道 公 報

第
記

別
式

様
号

第

第

示 示
開開担備

３４５６

施 を実事 定

を 決当

号
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年
定

決
示

開号
番
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月 ま

十 す名
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日

金

曜

日

け規
付の

日項
１

第
月条

渡決り
示よ

様開に
の定

区にの

海等次

島定、

関
条

審
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問
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会
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日等考

理る局 たす

し務
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年
び
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日

月

話
電

由

整異北

調るり

業すお

漁

報

会立情

員申道

委議海
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つ開
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会て
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月て査

書
知

通
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年

格
規
業
工
本
日第

２

第
け
付
日

月
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線
内

公異う開

報の非

１

印

申示、を 文議開ち示 次
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よ
に
定

道問

日海諮 号
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４

第
記
別

式
様
号
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号

問当

諮担備

３４５

議め

書立決異求

申
議

異

た立情
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て定
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る情人報 名係
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す開
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と

称
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記す

が施
報実
情を

島たと

渡れと
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様

第

第 条

三 関

者 係
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係
に

て
立

申
議

異

電

日等考
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容
内
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立

話
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五

た

漁書し

区文ま

海公し
て、

整いで

調つの

業に
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会異知
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委

に
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長申ま

書
知

通
示

開
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書
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公
る
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年
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工
本
日第年

規

決
る 印

す
対
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線
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公異う 。報の す１２ ま

立示異

申開、 文議非ち

てと議

書

北 海

す
第対

けに
付て

日立
申

決
る

道 公 報

第
記

別
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号 備

式
様

第

第

異定決開担

決る

４５６

示 議定

実事 立下の
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施 て又理

号
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３

平２う 成にち 十記、 三載開 年さ示 四

情人 名係た立

にし申 の

でに

に号定

称情報が

る

情示次

る開り

す非よ

関
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録開り

様記部お

が一と
決を

島れ）示

渡さ示開

区公定実

海た

関
条
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書
文

公
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に

て
立
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金
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３４５
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様 掲第書第通号
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る条開条書式

通３次８

区の示のを第

分３

道 公 報

第第 ４

る の第

条 。第 条 審 と条
の会条者条

す例条査三

次に例か例

る第
。
条に諮第ら第
の 第次問
たの議の

３のし条異条

項２

第
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条 ９

条例条 条

第

三開開意例第例

第
者条示示見第
条 に例請請書

よ第

対第求求の条に条

年に提第 す

開項

る条月係出２り２

意第日る先項

号

え

事第加

２を

条案
通第
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日
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日

通

書２よ関
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に
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通

定

面加通通て規

書をの
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別。、下お

、

第場準
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書

見１公及に示の
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提に書
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機す録限
て関の９
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第

５る、

手定該るすの

項も
にの

てる第

いすを

おと条
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条第
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第９

書
知

書第第

知記記

月
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に

の

も式式

る様様

よ号号

者申

す三議

と第異
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申係

議に

異て

。の立

る

示審）第

開の知例

決査

項

係問３

に諮第

定会条

に定

知書規

通知の

る通

る行る

よりよ

によに

書

文
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る
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２
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３４５
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え
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を 理 るを」 る れ方有 あ

囲
囲で
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